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『
桜
川
』
注
釈
（
四
）

吉
田

健
一
・
松
本

麻
子

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
『
桜
川
』、
俳
諧
、
風
虎
、
磐
城
、
北
村
季
吟

は
じ
め
に

磐
城
平
藩
藩
主
内
藤
義
概
（
風
虎
）
が
、
松
山
玖
也
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
俳
諧
発

句
集
『
桜
川
』
の
注
釈
を
掲
載
す
る
。
本
稿
は
前
号
に
続
い
て
（
四
）
と
し
て
「
春

二
」
の
冒
頭
句
一
三
四
九
～
一
四
〇
六
の
注
釈
を
行
っ
た
。
底
本
に
は
大
東
急
記
念
文

庫
本
『
桜
川

上
下
巻
』
（
加
藤
定
彦
解
説
、
一
九
八
五
年
、
勉
誠
社
）
を
用
い
た
。

翻
刻
に
あ
た
り
、
底
本
の
旧
漢
字
、
異
体
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
底
本
で
仮
名

書
き
と
な
っ
て
い
る
言
葉
の
一
部
を
漢
字
に
改
め
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
表
記
は
歴
史

的
仮
名
遣
い
に
し
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
改
め
、
濁
点
の
な
い
も
の
は
濁
点
を
施
し

た
。
こ
れ
ら
を
底
本
ど
お
り
に
復
元
で
き
る
よ
う
、
本
文
に
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま

た
、
底
本
の
難
読
字
に
は
括
弧
付
き
で
振
り
仮
名
を
付
け
た
。
同
様
に
、
歴
史
的
仮
名

遣
い
と
異
な
る
表
記
に
つ
い
て
も
、
括
弧
付
き
で
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
表

記
を
示
し
た
。
各
句
に
は
連
番
で
番
号
を
付
し
た
。

引
用
し
た
和
歌
と
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
、
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。
引

用
し
た
俳
諧
の
句
番
号
は
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
文
学
Ｗ
ｅ

ｂ
図
書
館
」
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
付
し
た
。
引
用
文
献
に
お
い
て
も
、
一

部
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
し
、
濁
点
を
補
い
、
漢
詩
文
に
は
訓

点
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
句
は
す
べ
て
春
の
句
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
季
語
に
つ
い
て
は
特
に
指
摘
し
な
か
っ
た
。
〔
作
者
〕
欄
の
作
者
名
及
び
作
者
略

歴
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
掲
載
さ
れ
た
者
は
省
略
し
、
初
出
の
者
に
つ
い
て
の
み
記
し

た
。
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
巻
末
の
「
作
者
索
引
」
、
角
川
書
店
『
俳

文
学
大
辞
典
』
、
『
誹
家
大
系
図

古
風
談
林
正
風
』
（
雲
英
末
雄
編
、
一
九
九
七
年
、

青
裳
堂
書
店
、
『
誹
家
大
系
図
』
は
大
系
図
と
略
）
、『
寛
文
比
誹
諧
宗
匠
并

素

人

名
誉
人
』
（
野

間
光
辰
、
「
連
歌
誹
諧
研
究
」
十
七
、
一
九
五
八
年
十
二
月
、
名
誉
人
と
略
）
他
を
参

照
し
た
。
ま
た
、
『
桜
川
』
に
入
集
す
る
句
数
を
挙
げ
た
。
句
集
『
桜
川
』
に
つ
い
て

は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
の
注
釈
は

吉
田
が
担
当
し
、
松
本
が
最
終
的
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。

〈
桜
川
・
春
二
〉

蕨寛
文
七
年
未
八
月
中
旬

早
蕨
や
手
折
し
お
り
を
汁
の
つ
ま
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武
野
保
俊

〔
句
意
〕
手
折
っ
た
早
蕨
を
、
早
速
、
汁
の
つ
ま
に
し
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
七
年

一
六
六
七
年
。
丁
未
。
◇
早
蕨

芽
を
出
し
た
ば
か
り
の

蕨
。
「
石
走
る
垂
水
の
上
の
早
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も
」
（
万
葉
集

・
一
四
二
二
・
志
貴
皇
子
）
が
名
高
い
。
句
例
に
「
折
や
つ
す
山
の
早
蕨
た
ば
ね
わ

け
」
（
犬
子
集
・
一
六
三
五
・
徳
元
）
、
「
早
蕨
や
深
谷
の
雪
に
ふ
と
こ
ろ
手
」
（
玉
海

集
・
四
〇
二
・
貞
室
）
、
「
早
蕨
や
手
ご
と
に
さ
す
る
山
の
腰
」
（
毛
吹
草
・
七
〇
六
・

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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定
重
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
手
折
し
お
り

「
手
折
る
」
は
手
で
折
る
こ
と
。
句
例
に
、

「
居
ず
ば
出
合
へ
手
折
る
は
知
る
な
花
の
番
（
続
山
井
・
二
〇
五
二
・
重
実
）
、
「
女

郎
花
手
折
る
や
破
る
邪
婬
戒
」
（
玉
海
集
・
一
六
八
四
・
重
貞
）
な
ど
が
あ
る
。
「
お

り
」
は
機
会
の
意
。
早
蕨
を
折
っ
た
機
会
を
利
用
し
て
早
速
に
、
「
汁
の
つ
ま
」
を
準

備
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
◇
つ
ま

料
理
に
添
え
て
出
す
海
草
や
野
菜
の
こ
と
。
本
句
で

は
、
早
蕨
の
茎
や
葉
を
汁
の
具
材
、
す
な
わ
ち
「
汁
の
つ
ま
」
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
使
っ
た
句
に
「
よ
め
が
萩
や
今
日
我
が
宿
の
汁
の
つ
ま
」
（
時
勢
粧
・
一
六
二

・
一
志
文
幸
）
、
「
汁
の
つ
ま
や
青
葉
交
り
の
桜
鯛
」
（
続
山
井
・
二
七
八
四
・
道
之
）

な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
武
野
保
俊
（
摂
津
・
大
坂
）。
五
一
句
。

早
蕨
や
も
え
て
も
か
げ
の
鞍
馬
山

さ
わ
ら
び

く

ら

ま

1350

尼
ケ
崎
住
雅
伸

〔
句
意
〕
早
蕨
が
燃
え
て
い
る
よ
う
に
萌
え
出
て
も
、
陰
は
暗
い
鞍
馬
山
で
あ
る
こ
と

で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
早
蕨

一
三
四
九
参
照
。
◇
も
え
て
も

早
蕨
の
新
芽
が
「
萌
え
て
も
」

に
「
燃
え
て
も
」
を
掛
け
る
。
歌
例
に
「
石
走
る
垂
水
の
上
の
早
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春

に
な
り
に
け
る
か
も
」
（
万
葉
集
・
一
四
二
二
・
志
貴
皇
子
）
が
あ
る
。
句
例
に
「
早

蕨
の
も
え
て
や
く
ろ
の
焼
き
畠
」
（
塵
塚
誹
諧
集
・
二
六
一
・
徳
元
）
が
あ
る
。
こ
の

句
も
「
萌
え
」
と
「
燃
え
」
を
掛
け
る
。
◇
か
げ
の

早
蕨
が
「
燃
え
」
て
も
「
陰
」

と
な
る
、
と
い
う
言
葉
遊
び
と
、
「
鞍
馬
」
の
縁
で
馬
の
「
鹿
毛
」
を
掛
け
る
。

「
陰
」
と
「
早
蕨
」
を
結
ん
だ
歌
例
に
「
折
に
あ
ひ
て
萌
出
で
け
ら
し
山
松
の
緑
に
け

ぶ
る
陰
の
早
蕨
」
（
芳
雲
集
・
四
三
四
）
が
あ
る
。
同
じ
言
い
回
し
の
歌
の
例
に
「
飛

ぶ
蛍
沢
辺
の
水
に
う
つ
れ
ば
や
も
え
て
も
影
の
涼
し
か
る
ら
ん
」
（
題
林
愚
抄
・
二
四

七
一
・
小
倉
季
雄
）
が
あ
る
。
句
例
に
は
「
早
蕨
の
陰
の
小
つ
つ
じ
又
を
か
し
」
（
時

勢
粧
・
四
四
一
八
・
一
幸
）
が
あ
る
。
◇
鞍
馬
山

現
在
の
京
都
府
京
都
市
左
京
区
に

あ
る
山
。
「
く
ら
」
は
「
暗
」
を
掛
け
る
。
歌
例
に
「
鞍
馬
山
暗
く
見
ゆ
れ
ど
時
鳥
す

か
た
ら
ふ
声
を
我
と
知
し
ら
ず
や
」
（
夫
木
抄
・
八
五
六
五
・
藤
原
清
正
）
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
句
例
に
「
花
の
枝
を
折
る
人
し
ば
れ
鞍
馬
山
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
七
九

・
心
和
）
、
「
花
に
風
の
手
形
は
つ
け
そ
鞍
馬
山
」
（
続
山
井
・
二
一
一
〇
・

如
貞
）

な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
尼
ケ
崎
住
雅
伸
（
摂
津
・
大
坂
）。
二
六
句
。

陸
奥
表
山
と
云
ふ
所
に
て

み
ち
の
く

・

早
蕨
や
日
表
山
を
折
り

所

・

ど
こ
ろ

1351

平
鹿
貞
臣

〔
句
意
〕
陸
奥
表
山
と
い
う
所
で
詠
ん
だ
句
。
早
蕨
が
伸
び
て
い
ま
す
。
日
の
当
た
る

表
山
の
折
り
返
し
の
と
こ
ろ
を
居
場
所
に
し
て
。

〔
解
釈
〕
◇
陸
奥
表
山

現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
好
間
町
大
利
字
表
山
か
。
◇
日
表

山

「
日
表
」
は
日
の
当
た
る
側
、
ひ
な
た
の
意
。
「
日
表
山
」
は
日
の
当
た
る
表
側

の
山
の
こ
と
。
「
表
山
」
と
い
う
地
名
か
ら
思
い
つ
い
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
「
日
表
」

の
表
現
を
用
い
た
句
例
に
「
日
表
の
花
は
日
う
ら
の
雪
見
哉
」
（
毛
吹
草
・
八
一
九
・

昌
意
）
、
「
天
照
す
日
表
や
咲
く
伊
勢
桜
」
（
同
・
八
九
八
・
同
）
が
あ
る
。
◇
折
り
所

山
を
表
山
（
日
の
当
た
る
側
）
と
裏
山
（
日
の
当
た
ら
な
い
側
）
と
に
分
け
る
稜
線

の
こ
と
。
「
居
り
所
」
を
か
け
る
。
な
お
、
「
蕨
」
と
「
折
る
」
は
縁
語
。
句
例
に

「
扇
こ
そ
目
に
み
ぬ
風
の
居
り
所
」
（
崑
山
集
・
四
二
五
九
・
未
得
）
、
「
居
り
所
定
め

ぬ
宵
の
涼
み
か
な
」
（
曠
野
後
集
・
二
三
一
・
歌
的
）
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
居

り
所
」
の
句
例
で
、
「
折
り
所
」
の
句
例
は
見
出
せ
な
い
。

〔
作
者
〕
平
鹿
貞
臣
（
陸
奥
・
岩
城
）。
七
句
。

萌
え
出
づ
る
日
表
山
や
初

蕨

・

・

は
つ
わ
ら
び

1352

小
川
繁
昌

〔
句
意
〕
草
木
の
芽
が
萌
え
出
る
日
の
当
た
る
日
表
山
に
、
今
年
最
初
の
蕨
が
伸
び
て

い
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
萌
え
出
づ
る

草
木
の
芽
が
出
る
こ
と
。
歌
例
に
、
「
石
走
る
垂
水
の
上

の
早
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も
」
（
万
葉
集
・
一
四
二
二
・
志
貴
皇

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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子
）
、
「
萌
え
出
づ
る
木
の
芽
を
見
て
も
音
を
ぞ
泣
く
か
れ
に
し
枝
の
春
を
知
ら
ね

ば
」
（
後
撰
集
・
一
四
・
兼
覧
王
女
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
句
例
に
、
「
萌
え
出
づ

る
は
竹
の
わ
り
ひ
の
蛍
か
な
」
（
崑
山
集
・
三
二
八
六
・
久
勝
）
、
「
萌
え
出
づ
る
観
音

草
や
娑
婆
示
現
」
（
続
山
井
・
二
五
一
二
・
以
隠
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
日
表
山

一
三

五
一
参
照
。
◇
初
蕨

最
初
に
芽
生
え
た
蕨
。
「
萌
え
出
づ
る
」
と
結
ん
だ
句
に
、

「
萌
え
出
づ
る
蕨
を
消
す
な
春
の
雨
」
（
犬
子
集
・
五
四
九
・
俊
英
）
、
「
左
義
長
か
は

や
せ
萌
え
出
る
初
蕨
」
（
崑
山
集
・
一
二
一
三
・
吉
任
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
小
川
繁
昌
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
四
句
。

同
灰
作
と
云
ふ
所
に
て

は
い
さ
く

・

紫

の
灰
作
焼
く
や
初
蕨

む
ら
さ
き

は
い
さ
く

や

は
つ

1353

風
山

〔
句
意
〕
同
じ
く
陸
奥
の
灰
作
と
い
う
所
で
詠
ん
だ
句
。
紫
が
か
っ
た
灰
で
は
な
い

が
、
灰
作
の
原
で
紫
色
の
蕨
を
焼
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〔
解
釈
〕
◇
灰
作
と
云
ふ
所

現
在
の
福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
折
木
字
灰
作
か
。
◇
紫

灰
の
色
を
い
う
。
「
紫
」
と
「
灰
」
を
結
ん
だ
歌
例
に
、
「
紫
は
灰
さ
す
も
の
ぞ

海
石
榴
の
八
十
の

衢

に
逢
へ
る
児
や
誰
」（
万
葉
集
・
三
一
一
五
）
が
あ
り
、
本
歌
と

つ

ば

い

ち

や

そ

ち
ま
た

見
ら
れ
る
。
「
紫
の
灰
さ
す
」
を
「
紫
の
灰
作
」
と
し
た
詞
遊
び
。
ま
た
、
「
紫
」
と

「
蕨
」
を
結
ぶ
歌
例
に
は
、
「
武
蔵
野
に
こ
と
は
お
ひ
な
ん
紫
の
蕨
は
草
の
ゆ
か
り
と

思
は
ん
」
（
堀
川
百
首
・
一
四
四
・
河
内
）
な
ど
が
あ
る
。
和
漢
朗
詠
集
に
も
「
紫
塵

の
嫩
き
蕨
は
人
手
を
拳
る
、
碧
玉
の
寒
き
蘆
は
錐
嚢
を
脱
す
」
（
巻
上
・
一
二
・
小
野

わ
か

に
ぎ

篁
）
と
見
え
る
。
句
例
に
も
、
や
や
時
代
が
下
る
が
、
「
紫
の
鎰
見
出
し
た
る
蕨
か

か
ぎ

な
」
（
曠
野
後
集
・
四
三
・
荷
兮
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
灰
作
焼
く
や

灰
作
で
焼
い
て

い
る
の
か
、
の
意
。
「
灰
作
」
と
い
う
地
名
か
ら
「
焼
く
」
を
想
起
し
、
紫
意
の
蕨
を

灰
作
で
焼
い
て
い
る
の
か
、
の
意
と
な
る
。
「
灰
」
は
「
焼
く
」
の
縁
語
。
◇
焼
く
や

歌
例
に
「
来
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦
の
夕
凪
に
焼
く
や
藻
塩
の
身
も
こ
が
れ
つ
つ
」

（
新
勅
撰
集
・
八
四
九
・
藤
原
定
家
）
が
あ
る
。
句
例
に
、
「
か
は
ら
け
で
焼
く
や
深

草
の
鶉
餅
」
（
崑
山
集
・
五
〇
九
一
・
長
頭
丸
）
、
「
焼
く
や
身
も
こ
が
る
る
色
ぞ
紅
葉

鮒
」
（
続
山
井
・
四
九
九
〇
・
義
文
）
、
「
か
ま
ぼ
こ
に
焼
く
や
火
花
の
桜
鯛
」
（
ゆ
め

み
草
・
八
一
七
・
重
茂
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
初
蕨

一
三
五
二
参
照
。

〔
作
者
〕
風
山
（
陸
奥
・
岩
城
）
。
一
〇
〇
句
。
風
山
は
風
虎
別
号
。

折
り
え
て
も
て
に
は
の
な
き
や
若

蕨

・

わ
ら
び

1354

名
古
屋
住
宗
清

〔
句
意
〕
機
会
を
得
て
折
り
と
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
ま
だ
形
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
、
若
い
蕨
は
。

〔
解
釈
〕
◇
折
り
え
て
も

折
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
の
意
。
ま
た
、
折
を
得
て
、
の

意
も
掛
け
、
「
折
を
え
て
若
蕨
を
折
る
こ
と
が
て
き
て
も
」
の
意
と
な
る
か
。
「
折
え

て
も
心
ゆ
る
す
な
山
桜
さ
そ
ふ
嵐
の
あ
り
も
こ
そ
す
れ
」
（
新
続
古
今
集
・
八
二
二
・

仏
国
禅
師
）
は
前
者
の
意
で
、
「
花
は
過
ぎ
紅
葉
は
ま
だ
き
夏
山
に
折
え
て
も
な
く
時

鳥
か
な
」
（
清
輔
朝
臣
家
歌
合
・
二
〇
・
顕
昭
）
は
後
者
の
意
の
歌
例
。
ま
た
、
前
者

の
句
例
に
「
折
え
ぬ
は
泥
水
に
絵
や
杜
若
」
（
ゆ
め
み
草
・
九
四
一
・
望
一
）
な
ど
が

あ
る
。
◇
て
に
は

「
て
に
を
は
」
の
こ
と
。
て
に
は
の
な
き
、
は
完
成
し
て
い
な

い
、
整
っ
て
い
な
い
、
の
意
。
句
例
に
「
て
に
は
も
な
し
風
情
ば
か
り
に
置
く
扇
」

（
江
戸
通
り
町
・
一
六
八
・
蝶
々
子
）
が
あ
る
。
◇
若
蕨

生
え
て
ま
も
な
い
蕨
。
句

例
に
「
孫
の
手
や
う
し
ろ
の
山
の
若
蕨
」
（
江
戸
蛇
之
酢
・
一
二
六
・
貞
政
）
が
あ

る
。

〔
作
者
〕
名
古
屋
住
宗
清
（
尾
張
・
名
古
屋
）
。
一
句
。

落
葉
か
く
蛛
手
か
松
の
下

蕨

し
た
わ
ら
び

1355

石
倉
一
入
子

〔
句
意
〕
落
葉
を
掻
く
蛛
手
で
し
ょ
う
か
、
松
の
下
に
生
え
て
い
る
蕨
は
。

〔
解
釈
〕
◇
落
葉
か
く

落
ち
葉
を
か
き
集
め
る
こ
と
。
歌
例
に
、
「
落
葉
か
く
程
な

り
け
り
な
吹
く
風
の
ひ
ま
に
も
そ
よ
ぐ
森
の
下
道
」
（
為
尹
千
首
・
五
二
〇
）
、
「
里
の

子
の
落
葉
か
く
て
ふ
出
入
に
煙
を
た
た
ぬ
松
の
下
庵
」
（
正
広
集

七
二
〇
）
な
ど
が
あ

る
。
句
例
に
「
落
葉
か
く
童
部
は
風
の
小
春
か
な
」
（
時
勢
粧
・
一
四
五
〇
・
月

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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清
）
、
「
菜
刀
や
落
葉
か
く
な
る
鍋
の
尻
」
（
洛
陽
集
・
九
九
七
・
信
就
）
な
ど
が
あ

る
。
◇
蛛
手

熊
手
の
こ
と
。
句
例
に
「
ゆ
く
雁
や
蛛
手
か
く
な
は
十
文
字
」
（
崑
山

集
・
五
一
五
〇
・
伊
誰
）
、
「
行
く
水
の
蜘
手
に
と
ぼ
せ
蛍
の
火
」
（
続
山
井
・
三
六
五

二
・
宗
知
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
下
蕨

木
の
下
に
生
え
て
い
る
蕨
。
歌
例
に
「
深
山
木

の
陰
野
の
下
の
下
蕨
も
え
い
づ
れ
ど
も
知
る
人
も
な
し
」
（
千
載
集
・
三
四
・
藤
原
基

俊
）
が
あ
る
。
句
例
に
「
石
風
呂
を
た
く
か
岩
尾
の
下
蕨
」
（
崑
山
集
・
一
二
一
七
・

俊
寿
）
、
「
手
を
だ
す
な
こ
ぶ
し
の
花
の
下
蕨
」
（
同
・
一
二
二
八
・
同
）
な
ど
が
あ

る
。

〔
作
者
〕
石
倉
一
入
子
（
紀
伊
・
長
島
）
。
一
四
句
。

忘
れ
て
は
指
か
と
ぞ
思
ふ
蕨
の
手

わ
す

ゆ
び

お
も

1356

若
原
叩
端

〔
句
意
〕
忘
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
「
夢
」
で
は
な
く
「
指
」
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
手
に
よ
く
似
た
蕨
を
。

〔
解
釈
〕
◇
忘
れ
て
は

歌
例
に
「
忘
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ
お
も
ひ
き
や
雪
ふ
み
わ

け
て
君
を
見
む
と
は
」
（
古
今
集
・
九
七
〇
・
在
原
業
平
）
が
あ
り
、
本
歌
と
な
る
。

「
夢
」
か
と
思
っ
た
と
詠
む
業
平
の
歌
を
踏
ま
え
、
「
指
」
か
と
思
っ
た
と
し
た
。
同

じ
く
こ
の
歌
を
本
歌
と
す
る
句
に
「
忘
れ
て
は
君
か
と
ぞ
思
ふ
雪
女
」
（
崑
山
集
・
七

一
五
七
・
幾
成
）
、
「
忘
れ
て
は
弓
か
と
ぞ
思
ふ
小
野
の
月
」
（
毛
吹
草
・
一
七
二
八
・

昌
意
）
が
あ
る
。
◇
指

「
蕨
」
と
結
ん
だ
句
例
に
「
酒
樽
を
指
立
て
て
ま
く
蕨
縄
」

（
塵
塚
誹
諧
集
・
六
三
八
・
徳
元
）
、
「
指
す
手
ひ
く
手
を
折
ら
ま
ほ
し
き
や
か
ぎ

蕨
」
（
続
山
井
・
二
五
五
五
・
如
水
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
蕨
の
手

こ
ぶ
し
の
形
を
し

た
蕨
の
新
芽
を
手
に
見
立
て
た
。
句
例
に
「
肩
先
を
も
む
か
岩
尾
の
蕨
の
手
」
（
崑
山

集
・
一
二
一
八
・
長
昌
）
、
「
手
の
ひ
ら
は
な
し
や
あ
や
し
な
蕨
の
手
」
（
同
・
七
六
五

四
・
幸
以
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
若
原
叩
端
（
尾
張
・
熱
田
）。
二
句
。

折
る
人
の
顔
や
春
野
の

蕨

の
手

・

か
ほ

わ
ら
び

1357

川
窪
信
則

〔
句
意
〕
折
る
人
の
顔
は
笑
顔
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
春
野
の
、
手
の
よ
う
な
蕨
は
。

〔
解
釈
〕
◇
折
る
人
の

蕨
を
手
折
る
人
。
こ
の
表
現
を
用
い
た
歌
例
に
「
折
る
人
の

そ
れ
な
る
か
ら
に
あ
ぢ
き
な
く
見
し
我
が
宿
の
花
の
香
ぞ
す
る
」
（
新
古
今
集
・
一
四

五
九
・
和
泉
式
部
）
、
「
雪
ふ
れ
ば
草
木
に
な
べ
て
折
る
人
の
衣
手
さ
む
き
花
ぞ
さ
き

け
る
（
貫
之
集
・
四
九
五
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
句
例
に
「
折
る
人
の
帰
る
も
花
の

し
る
べ
か
な
」
（
大
発
句
帳
・
一
三
八
一
・
宗
祇
）
、
「
花
の
枝
を
折
る
人
し
ば
れ
鞍
馬

山
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
七
九
・
心
和
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
春
野

春
の
野
原
の
こ

と
。
「
春
」
に
「
晴
」
を
掛
け
、
顔
が
晴
れ
る
の
意
も
あ
る
か
。
歌
例
に
「
紫
の
根
ば

ふ
よ
こ
野
の
春
野
に
は
君
を
か
け
つ
つ
鴬
鳴
く
も
」
（
万
葉
集
・
一
八
二
五
・
柿
本
人

麻
呂
）
、
「
小
萩
つ
む
春
野
を
見
れ
ば
あ
を
に
よ
き
な
ら
の
都
も
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」

（
新
撰
六
帖
・
二
一
四
五
・
葉
室
光
俊
）
、
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
句
例
に
「
雲
雀
毛
の

駒
も
と
び
立
つ
春
野
か
な
」
（
続
山
井
・
二
七
〇
〇
・
正
好
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
蕨
の

手

一
三
五
六
参
照
。
「
蕨
」
は
「
笑
ひ
」
を
掛
け
る
か
。

〔
作
者
〕
川
窪
信
則
（
武
蔵
・
江
戸
）。
四
句
。

蕨
手
の
幾
劫
経
て
や
切
返
し

1358

常
用
由
可

〔
句
意
〕
蕨
の
新
芽
の
よ
う
に
込
み
入
っ
た
囲
碁
の
手
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
長
い
時
間
が

か
か
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
に
か
切
り
返
す
ま
で
に
。

〔
解
釈
〕
◇
蕨
手

一
三
五
六
参
照
。
こ
こ
で
は
「
蕨
手
」
（
手
に
似
た
蕨
の
新
芽
）

の
よ
う
に
込
み
入
っ
た
囲
碁
の
手
の
意
も
掛
け
る
か
。
「
蕨
手
」
の
句
例
に
「
蕨
手
の

あ
は
は
を
す
る
か
谷
の
口
」
（
崑
山
集
・
一
二
〇
〇
）
、
「
百
足
よ
り
蕨
手
多
し
鞍
馬

山
」
（
崑
山
集
・
一
二
二
九
・
長
頭
丸
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
幾
刧

「
劫
」
は
非
常
に

長
い
時
間
を
い
う
。
「
劫
」
の
句
例
に
「
劫
を
経
し
春
の
山
猿
智
恵
あ
り
て
」
（
正
章

千
句
・
三
五
一
）
、
「
咲
く
を
待
つ
は
一
劫
の
間
か
芥
子
の
花
」
（
崑
山
集
・
三
四
九
五

・
良
次
）
な
ど
が
あ
る
。
「
劫
」
に
は
囲
碁
で
互
い
が
交
互
に
相
手
の
石
を
取
り
、
無

限
に
続
き
う
る
形
を
意
味
す
る
用
法
が
あ
り
、
本
句
の
「
劫
」
は
仏
教
用
語
と
囲
碁
用

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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語
の
双
方
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
◇
切
返
し

囲
碁
で
不
利
な
形
勢
か

ら
反
撃
に
転
じ
る
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
歌
例
、
句
例
と
も
に
見
出
せ
な
い
。

〔
作
者
〕
常
用
由
可
（
下
野
・
宇
都
宮
）
。
一
一
句
。

春
も
や
や
た
け
縄
に
な
る
蕨
か
な

ゝ

1359

釈
任
口

〔
句
意
〕
春
も
次
第
に

酣

と
な
り
、
蕨
も
成
長
し
て
蕨
縄
と
な
る
季
節
が
や
っ
て
き

た
け
な
わ

た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
春
も
や
や

春
も
次
第
に
、
の
意
。
こ
の
言
い
回
し
を
用
い
た
歌
例
に

「
春
風
の
や
や
吹
く
ま
ま
に
高
砂
の
尾
の
上
に
消
ゆ
る
花
の
白
雲
」
（
新
勅
撰
集
・
一

〇
〇
・
藤
原
長
方
）
、
「
山
の
端
に
や
や
入
ぬ
べ
き
春
の
日
の
心
な
が
き
も
限
り
こ
そ

あ
れ
」
（
続
古
今
集
・
一
五
三
七
・
土
御
門
院
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
春
も
や
や

け
し
き
と
と
の
ふ
月
と
梅
」
（
芭
蕉
発
句
・
七
七
二
）
が
あ
る
。
◇
た
け
縄

最
も
盛

ん
な
「

酣

」
の
意
。
蕨
の
根
の
繊
維
で
作
っ
た
蕨
縄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
た
け

た
け
な
わ

縄
」
と
記
し
た
。
歌
例
に
、
時
代
は
下
る
が
、
「
盞
の
数
も
あ
ま
た
に
な
り
に
け
り
酣

す
ぎ
て
め
ぐ
る
月
影
」
（
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
・
四
二
四
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
釋
任
口
（
山
城
・
伏
見
）
。
七
八
句
。

1
3
6
0

山
人
や
黒
木
に
そ
ふ
る
や
せ

蕨
わ
ら
び

野
間
政
安

〔
句
意
〕
山
人
は
黒
い
痩
せ
た
木
の
そ
ば
に
添
う
痩
せ
た
蕨
の
よ
う
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
山
人

山
住
み
の
人
。
歌
例
に
「
あ
し
ひ
き
の
山
に
行
き
け
む
山
人
の
心

も
知
ら
ず
山
人
や
た
れ
」
（
万
葉
集
・
四
三
一
八
・
舎
人
親
王
）
、
「
春
雨
に
う
ち
そ
ぼ

ち
つ
つ
あ
し
び
き
の
山
路
行
く
ら
む
山
人
や
た
れ
」
（
金
槐
集
・
五
九
四
）
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
痩
せ
た
山
人
を
詠
む
歌
も
「
山
人
の
老
い
や
せ
つ
ら
ん
谷
川
に
う
つ
ろ
ふ

菊
の
花
の
し
が
ら
み
」(

雅
世
集
・
六
三
七)

な
ど
、
僅
か
だ
が
見
え
る
。
「
山
人
」
の

句
例
は
、
時
代
は
下
る
が
、
「
山
人
や
畠
打
に
出
る
二
里
三
里
」
（
一
茶
発
句
・
四
五

八
八
）
が
あ
る
。
◇
黒
木

黒
い
木
の
こ
と
。
歌
例
に
「
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
山
な
る

黒
木
も
て
作
れ
る
宿
は
を
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も
」
（
新
勅
撰
集
・
四
九
三
・
聖
武
天

皇
）
、
「
は
た
す
す
き
尾
花
さ
か
ふ
き
黒
木
も
て
つ
く
れ
る
宿
は
万
代
ま
で
に
」
（
新
拾

遺
集
・
六
七
七
・
元
正
天
皇
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
は
「
木
本
を
炭
か
と
見
れ
ば
黒

木
か
な
」
（
続
境
海
草
・
一
三
五
七
・
安
元
）
、
「
不
思
議
な
は
黒
木
の
鳥
居
小
柴
垣
」

（
犬
子
集
・
二
一
七
七
・
貞
徳
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
本
句
の
「
黒
木
」
は
痩
せ
た

粗
末
な
木
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
◇
や
せ
蕨

痩
せ
た
蕨
の
こ
と
。
句
例
に
、
後
世
の

作
品
で
あ
る
が
、
「
石
が
ち
の
崖
路
の
末
や
痩
蕨
」
（
葎
亭
句
集
・
三
七
八
・
嘯
山
）

が
あ
る
。

〔
作
者
〕
野
間
政
安
（
伊
勢
・
朝
熊
岳
）
。
五
六
句
。

夜
咄
の
折
か
ら
に

小
夜
更
け
て
ね
ら
ま
し
物
や

蕨

餅

・

わ
ら
び

1361

大
井
重
因

〔
句
意
〕
夜
噺
の
時
に
詠
ん
だ
句
。
夜
が
更
け
て
き
た
の
で
そ
の
ま
ま
寝
て
い
て
も
よ

か
っ
た
の
に
、
起
き
出
し
た
の
で
、
蕨
餅
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
夜
噺

「
夜
咄
も
正
に
長
崎
や
泊
り
が
け
」
（
時
勢
粧
・
一
九
〇
六
）
の

よ
う
に
、
長
い
も
の
さ
と
れ
る
。
◇
小
夜
更
け
て

夜
が
更
け
て
、
の
意
。
夜
の
つ
れ

づ
れ
に
、
比
叡
山
の
僧
た
ち
が
餅
を
食
べ
よ
う
と
し
た
と
き
、
稚
児
た
ち
も
食
べ
た
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
起
き
て
食
べ
る
の
も
み
っ
と
も
な
い
と
思
い
、
し
ば
ら
く

寝
た
ふ
り
を
し
て
か
ら
起
き
出
し
た
の
で
、
僧
た
ち
に
笑
わ
れ
た
と
い
う
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
巻
第
一
第
十
二
段
の
話
が
本
説
。
ま
た
、
本
句
の
表
現
は
「
や
す
ら
は
で
寝
な

ま
し
も
の
を
小
夜
ふ
け
て
か
た
ぶ
く
ま
で
の
月
を
見
し
か
な
」
（
後
拾
遺
集
・
六
八
〇

・
赤
染
衛
門
）
に
依
っ
た
も
の
。
「
小
夜
更
け
て
」
の
句
例
に
、
「
仲
磨
が
別
れ
惜
む

に
小
夜
更
け
て
」
（
紅
梅
千
句
・
四
六
一
・
正
章
）
、
「
問
来
る
は
嬉
し
悲
し
や
さ
夜
更

け
て
」
（
時
勢
粧
・
七
一
三
一
・
維
舟
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
ね
ら
ま
し
物

寝
て
い
た

方
が
よ
か
っ
た
の
に
、
の
意
。
前
述
の
後
拾
遺
歌
「
寝
な
ま
し
も
の
」
を
ま
ね
た
表

現
。
句
例
に
「
休
ら
は
で
ね
ら
ま
し
物
を
祇
園
の
会
」
（
時
勢
粧
・
三
二
〇
・
森
口
心

計
）
が
あ
る
。
◇
蕨
餅

蕨
を
ま
ぶ
し
た
餅
。
句
例
に
「
蕨
餅
う
へ
に
ぬ
り
た
る
粉
が

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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は
げ
て
」（
犬
子
集
・
三
一
四
六
・
貞
德
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
大
井
重
因
（
武
蔵
・
江
戸
）。
八
句
。

立
つ
い
ふ
や
塵
な
ら
ぬ
名
の

蕨

餅

・

わ
ら
び

1362

小
沢
衆
下

〔
句
意
〕
根
拠
も
な
く
立
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
塵
ほ
ど
で
も
な
い

蕨
餅
の
名
が
。

〔
解
釈
〕
◇
立
つ
…
塵
な
ら
ぬ
名

「
立
つ
」
と
「
塵
な
ら
ぬ
名
」
を
結
ん
だ
歌
例
に

「
知
る
と
い
へ
ば
枕
だ
に
せ
で
寝
し
も
の
を
塵
な
ら
ぬ
名
の
そ
ら
に
立
つ
ら
む
」
（
古

今
集
・
六
七
六
・
伊
勢
）
が
あ
り
、
こ
の
歌
を
本
歌
と
し
た
も
の
。
「
立
つ
い
ふ
や
」

は
こ
の
歌
の
末
尾
の
「
そ
ら
に
立
つ
ら
む
」
を
受
け
た
も
の
。
◇
塵
な
ら
ぬ
名

塵
に

も
価
し
な
い
評
判
、
の
意
。
「
空
に
た
つ
塵
な
ら
ぬ
名
の
朝
霞
誰
故
春
の
色
に
い
づ
ら

ん
」
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
一
五
・
西
園
寺
実
氏
）
な
ど
、
和
歌
に
は
見
え
る
が
、
俳

諧
で
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
表
現
。

〔
作
者
〕
小
沢
衆
下
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
一
八
句
。

ぜ
ん
ま
い
や
折
り
ま
ど
は
し
て
鈎

蕨

を

か
ぎ
わ
ら
び

1363

山
井
概
武

〔
句
意
〕
ぜ
ん
ま
い
を
折
り
取
ろ
う
と
し
た
ら
、
形
の
似
た
鈎
蕨
の
芽
に
惑
わ
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
ぜ
ん
ま
い

春
の
野
草
の
一
種
。
句
例
に
「
ぜ
ん
ま
い
の
手
は
あ
ひ
か
ぎ

の
蕨
哉
」
（
続
山
井
・
二
五
五
一
・
無
端
）
、
「
頼
政
も
い
づ
れ
蕨
と
ぜ
ん
ま
い
と
」

（
洛
陽
集
・
二
一
三
・
信
徳
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
折
り
ま
ど
は
し
て

折
る
こ
と
を
惑

わ
せ
て
。
『
続
山
井
』
の
無
端
の
句
に
あ
る
よ
う
に
、
ぜ
ん
ま
い
の
若
芽
は
鈎
型
の
蕨

の
芽
に
似
て
い
る
の
で
、
ぜ
ん
ま
い
を
折
ろ
う
と
し
た
が
、
誤
っ
て
鈎
蕨
を
手
折
っ
て

し
ま
っ
た
さ
ま
を
言
う
。
歌
例
に
「
心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初
霜
の
置
き
ま
ど
わ

せ
る
白
菊
の
花
」
（
古
今
集
・
二
七
七
・
凡
河
内
躬
恒
）
が
あ
り
、
本
句
は
「
置
き
ま

ど
は
せ
る
」
を
「
折
り
ま
ど
は
せ
る
」
と
表
現
し
た
も
の
。
◇
鈎

蕨

蕨
の
芽
の
こ

か
ぎ
わ
ら
び

と
。
頭
部
が
鈎
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う
に
言
う
。
句
例
に
「
折
人
の

腰
や
ゑ
ひ
し
や
う
か
ぎ
蕨
」
（
玉
海
集
・
三
九
五
・
清
長
）
、
「
山
姫
の
耳
掻
な
れ
や
か

ぎ
わ
ら
び
」
（
同
・
四
〇
一
・
善
入
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
山
井
概
武
（
陸
奥
・
岩
城
）。
四
九
句
。

狗
脊

ぜ
ん
ま
い

陸
奥
渡
戸
と
云
ふ
所
に
て

み
ち
の
く

・

ぜ
ん
ま
い
の
は
え
出
は
石
の
渡
戸
か
な

わ

た

ど

哉

1364

風
鈴
軒

〔
句
意
〕
陸
奥
の
渡
戸
と
い
う
所
で
詠
ん
だ
句
。
ぜ
ん
ま
い
が
生
え
出
て
い
る
の
は
、

石
の
綿
と
い
う
茸
の
多
い
渡
戸
の
地
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
陸
奥
渡
戸

現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
三
和
町
渡
戸
の
こ
と
。
◇
ぜ
ん
ま

い

一
三
六
三
参
照
。
◇
は
え
出

植
物
が
芽
生
え
て
地
中
か
ら
出
て
く
る
こ
と
。
句

例
に
「
春
雨
に
生
え
出
づ
る
荻
や
風
の
種
」
（
ゆ
め
み
草
・
三
四
二
・
守
為
）
が
あ

る
。
◇
石
の
渡
戸

「
石
の
綿
」
を
掛
け
る
。
「
石
の
綿
」
は
「
埃

茸
」
の
異
名
。
句

ほ
こ
り
だ
け

例
に
「
前
は
海
入
日
を
洗
ふ
う
し
ろ
疵
（
信
章
）
／
松
が
根
ま
く
ら
石
の
綿
と
る
（
信

徳
）
」
（
延
宝
五
年
「
あ
ら
何
共
な
や
」
・
七
一
／
七
二
）
が
あ
る
。
な
お
、
ぜ
ん
ま
い

に
は
綿
が
あ
る
の
で
、
「
渡
戸
」
の
「
綿
」
は
ぜ
ん
ま
い
の
縁
語
。

〔
作
者
〕
風
鈴
軒
（
風
虎
別
号
）
。
一
〇
〇
句
。

つ
の
ぐ
む
芦

角

組

・

寛
文
十
一
年
亥
十
月
上
旬

芦
の
若
葉
こ
ゆ
る
白
鷺
や
浪

頭
が
し
ら

1365

松
江
維
舟

〔
句
意
〕
芦
の
若
葉
を
越
え
て
飛
ん
で
行
く
白
鷺
の
群
れ
は
、
白
い
し
ぶ
き
を
あ
げ
る

波
頭
に
見
え
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
つ
の
ぐ
む
芦

「
つ
の
ぐ
む
」
は
、
春
先
に
草
木
の
芽
が
角
の
よ
う
に
丸

ま
っ
て
出
始
め
る
こ
と
。
歌
例
に
「
三
島
江
に
つ
の
ぐ
み
渡
る
芦
の
根
の
ひ
と
よ
の
ほ

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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ど
に
春
め
き
に
け
り
」
（
後
拾
遺
集
・
四
二
・
曽
禰
好
忠
）
、
「
三
島
江
や
霜
も
ま
だ
ひ

ぬ
芦
の
葉
に
つ
の
ぐ
む
程
の
春
風
ぞ
吹
く
」
（
新
古
今
集
・
二
五
・
久
我
通
光
）
な
ど

が
あ
る
。
◇
寛
文
十
一
年

一
六
七
一
年
。
辛
亥
。
◇
芦
の
若
葉

生
え
て
か
ら
間
も

な
い
芦
の
葉
の
こ
と
。
歌
例
に
「
夕
月
夜
潮
み
ち
く
ら
し
難
波
江
の
芦
の
若
葉
に
越
ゆ

る
白
波
」
（
新
古
今
集
・
二
六
・
藤
原
秀
能
）
が
あ
り
、
本
歌
と
見
な
せ
る
。
「
芦
の

若
葉
に
越
ゆ
る
」
が
本
句
で
は
「
白
波
」
で
は
な
く
「
白
鷺
」
と
し
た
。
◇
浪
頭

波

の
先
頭
の
こ
と
。
句
例
に
「
霧
の
海
に
立
つ
白
鷺
や
波
頭
」
（
毛
吹
草
・
一
五
五
五
・

道
二
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
江
維
舟
（
山
城
・
京
）
。
二
〇
六
句
。

〔
備
考
〕
時
勢
粧
・
二
一
七
六
に
同
一
句
が
見
え
る
。

松
島
の
内
布
袋
島
を

芦
の
若
葉
袋
や
通
す
布
袋
島

と
を

ほ

て

い

1366

安
藤
笑
草

〔
句
意
〕
松
島
の
内
に
あ
る
布
袋
島
を
詠
む
句
。
生
え
始
め
た
芦
の
若
葉
が
袋
を
通
り

抜
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
布
袋
島
の
芦
は
。

〔
解
釈
〕
◇
松
島

宮
城
県
東
部
、
松
島
湾
内
の
島
嶼
群
。
風
光
明
媚
な
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
◇
芦
の
若
葉

一
三
六
五
参
照
。
◇
袋
や
通
す

袋
を
通
し
た
の
か
、
の
意
。

「
袋
」
と
「
通
す
」
を
結
ん
だ
句
の
例
に
「
傘
の
袋
や
通
す
霧
の
雨
」
（
崑
山
集
・
五

四
一
二
・
弁
朗
）
、
「
風
袋
ふ
り
通
す
霧
や
つ
か
り
穴
」
（
同
・
五
四
一
三
・
野
沢
永

吉
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
布
袋
島

布
袋
は
唐
末
に
実
在
し
た
と
さ
れ
る
僧
侶
。
画
題
と

し
て
有
名
。
大
き
な
袋
を
背
負
っ
た
太
鼓
腹
の
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
句
例
に

「
子
ど
も
寝
る
蚊
屋
は
布
袋
の
袋
哉
」
（
崑
山
集
・
三
三
八
六
・
尚
詳
）
、
「
笑
む
花
は

布
袋
の
顔
か
袋
菊
」
（
続
山
井
・
四
三
七
二
・
克
重
）
な
ど
が
あ
る
。
布
袋
島
は
仙
台

の
近
く
の
松
島
に
あ
る
島
の
ひ
と
つ
。
『
松
島
眺
望
集
』
に
「
活
計
な
る
か
な
涼
風
ひ

か
つ
け
い

ら
け
ば
布
袋
島
」
（
同
集
・
二
七
九
・
蜘
葉
）
、
「
月
花
の
行
事
し
た
ま
へ
ほ
て
い
じ

ま
」（
同
・
二
八
〇
・
栄
久
）
な
ど
の
句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
安
藤
笑
草
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
三
句
。

伊
勢
の
海
安
濃
の
つ
の
ぐ
む
芦
辺
か
な

あ

の

ゝ

哉

1367

延
沢
破
扇
子

〔
句
意
〕
伊
勢
の
海
の
安
濃
の
津
は
、
芦
が
芽
を
出
し
始
め
た
芦
辺
で
あ
る
こ
と
で

す
。

〔
解
釈
〕
◇
伊
勢
の
海

現
在
の
三
重
県
志
摩
半
島
と
愛
知
県
の
伊
良
湖
岬
に
囲
ま
れ

た
内
海
を
い
う
。
歌
例
に
「
伊
勢
の
海
の
浦
風
さ
え
て
ふ
ぢ
か
た
や
安
濃
の
塩
竃
雪
ふ

り
に
け
り
」
（
夫
木
抄
・
一
一
七
二
六
・
寂
念
）
、
「
伊
勢
の
海
安
濃
の
松
原
ま
つ
と
て

も
い
ひ
し
ひ
か
ず
に
波
は
越
え
つ
つ
」
（
同
・
一
三
八
一
三
・
藤
原
為
家
）
な
ど
が
あ

る
。
句
例
に
「
鯨
つ
く
伊
勢
の
海
づ
ら
船
見
え
て
」
（
犬
子
集
・
二
六
〇
〇
・
重

頼
）
、
「
俄
風
悲
し
き
伊
勢
の
海
士
小
舟
」
（
時
勢
粧
・
七
〇
〇
五
・
維
舟
）
な
ど
が
あ

る
。
◇
安
濃
の
つ
の
ぐ
む

現
在
の
三
重
県
津
市
の
古
称
「
安
濃
の
津
」
を
掛
け
る
。

つ
の
ぐ
む
は
、
一
三
六
五
参
照
。

〔
作
者
〕
延
沢
破
扇
子
（
尾
張
・
熱
田
）
。
三
五
句
。

つ
の
ぐ
む
は
突
き
あ
ふ
牛
の
あ
し
べ
か
な

つ

哉

1368

石
田
九
扒

〔
句
意
〕
角
と
角
を
組
ん
で
突
き
合
う
牛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
足
の
あ
た
り
に
芦
が

生
え
は
じ
め
た
芦
辺
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
つ
の
ぐ
む

一
三
六
五
参
照
。
「
つ
の
ぐ
む
」
と
「
芦
」
を
結
ぶ
句
に

「
つ
の
ぐ
む
や
芦
の
葉
に
ゐ
る
蝸
牛
」
（
崑
山
集
・
一
一
六
〇
・
正
次
）
、
「
つ
の
ぐ
む

や
難
波
の
三
つ
の
あ
し
が
な
へ
」
（
同
・
一
一
六
一
・
友
三
）
、
「
芦
原
の
つ
の
ぐ
む
種

や
ほ
こ
の
露
」
（
ゆ
め
み
草
・
二
七
三
・
休
安
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
突
き
あ
ふ

互
い

に
突
く
こ
と
。
句
例
に
「
一
方
に
突
き
あ
は
せ
た
る
か
い
つ
ぶ
り
」
（
新
増
犬
筑
波
・

五
八
三
五
・
長
頭
丸
）
、
「
法
を
き
く

頭

額
を
突
き
あ
は
せ
」
（
宗
因
千
句
・
三
六

つ
ぶ
り

五
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
芦
辺

牛
の
「
足
」
と
「
芦
」
を
掛
け
る
。

〔
作
者
〕
石
田
九
扒
（
武
蔵
・
江
戸
）。
一
句
。

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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尾
州
津
島
御
芦
原
に
て

つ
の
ぐ
む
は
牛
頭
天
王
の
御
芦
か
な

哉

1369

織
田
夢
々

〔
句
意
〕
尾
州
津
島
の
御
芦
原
に
て
詠
ん
だ
句
。
芽
が
出
て
い
る
の
は
、
津
島
大
社
の

御
祭
神
牛
頭
天
王
の
御
利
益
を
受
け
た
ゆ
か
り
の
芦
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
尾
州
津
島

現
在
の
愛
知
県
西
部
に
位
置
す
る
、
濃
尾
平
野
の
木
曾
川
左

岸
。
江
戸
時
代
、
津
島
神
社
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
。
◇
つ
の
ぐ
む

一
三
六
五
参

照
。
◇
牛
頭
天
王

京
都
祇
園
社(

八
坂
神
社)

や
尾
張
津
島
大
社
の
祭
神
。
も
と
祇
園

精
舎
の
守
護
神
。
句
例
に
「
年
徳
は
牛
頭
天
王
か
今
朝
の
春
」
（
続
山
井
・
一
二
八
八

・
回
山
）
、
「
牛
頭
馬
頭
に
ま
け
ぬ
尾
ぼ
そ
や
頭
が
ち
」
（
続
山
井
・
五
〇
九
二
・
彩

雲
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
御
芦

芦
の
丁
寧
語
。
牛
の
縁
で
「
御
足
」
を
掛
け
る
。
句
例

に
「
雁
が
ね
の
利
足
は
跡
に
お
蘆
か
な
」
（
崑
山
集
・
五
一
七
〇
・
幸
忠
）
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
金
を
意
味
す
る
「
御
銭
」
。
本
句
で
は
、
牛
頭
天
王
の
御
利
益
の
意
で
用

あ
し

い
ら
れ
て
い
る
か
。

〔
作
者
〕
織
田
夢
々
（
尾
張
・
津
馬
）。
一
句
。

若
布

と
る
人
は
海
漫
々
と
若
布
か
な

か
い
ま
ん

わ

か

め

哉

1370

大
畔
枕
肘
子

〔
句
意
〕
海
が
広
々
と
し
た
と
こ
ろ
で
貝
や
若
芽
を
た
く
さ
ん
採
っ
て
い
る
人
は
、
若

い
女
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
と
る
人

農
産
物
や
水
産
物
を
採
取
し
て
い
る
人
。
歌
例
に
「
故
郷
に
な

り
に
し
世
よ
り
み
の
山
の
玉
の
葉
柏
と
る
人
も
な
し
」
（
夫
木
抄
・
八
八
八
〇
・
源
寂

法
師
）
が
あ
る
。
句
例
に
「
と
る
人
の
す
ね
に
ま
き
つ
け
へ
び
苺
」
（
塵
塚
誹
諧
集
・

四
一
八
・
徳
元
）
、
「
波
の
上
に
雪
あ
り
蜆
と
る
人
か
」
（
続
虚
栗
・
六
八
六
・
枳
風
）

な
ど
が
あ
る
。
◇
海
漫
々

海
が
は
て
し
な
く
広
い
さ
ま
を
い
う
。
句
例
に
「
月
や
玉

海
漫
々
と
底
び
か
り
」
（
時
勢
粧
・
九
三
八
・
笑
種
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
句
で
は

「
貝
満
々
」
を
掛
け
る
。
◇
若
布

「
若
布
」
と
「
若
女
」
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
か

づ
き
す
る
海
士
の
姿
も
若
女
か
な
」
（
犬
子
集
・
二
九
五
・
重
勝
」
、
「
汁
の
子
も
う
み

出
て
よ
き
若
女
か
な
」
（
崑
山
集
・
一
一
六
五
・
長
頭
丸
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
大
畔
枕
肘
子(

土
佐
・
国
不
知)

。
二
句
。

若
布
も
や
千
尋
の
浜
に
ひ
ろ
斗

わ
か

め

1371

日
野
好
元

〔
句
意
〕
若
布
を
長
さ
千
尋
の
浜
で
た
く
さ
ん
拾
っ
て
量
っ
て
み
ま
し
た
が
、
わ
ず
か

一
尋
ば
か
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
千
尋
の
浜

長
さ
千
尋
の
浜
。
歌
例
に
「
伊
勢
の
海
の
千
尋
の
浜
に
拾
ふ

と
も
今
は
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
べ
き
」
（
後
撰
集
・
九
二
七
・
藤
原
敦
忠
）
が
あ
り
、

本
歌
と
見
な
せ
る
。
◇
ひ
ろ
斗

「
拾
っ
て
量
る
」
の
意
と
「
わ
ず
か
一(

ひ
と)

尋

(

ひ
ろ)

ば
か
り
」
の
意
を
掛
け
る
。
「
ひ
ろ
ば
か
り
」
の
歌
の
例
に
「
ひ
ろ
ば
か
り
さ

か
り
て
ま
ろ
と
ま
ろ
寝
せ
む
そ
の
総
角
の
し
る
し
あ
り
や
と
」
（
実
方
集
・
一
四
五
）

が
あ
る
。

〔
作
者
〕
日
野
好
元
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
八
五
句
。

寛
文
六
年
午
六
月
下
旬

和
歌
め
よ
り
よ
ろ
し
き
は
な
し
伊
勢
土
産

1372

加
藤
文
伊

〔
句
意
〕
や
は
り
若
い
女
で
は
な
く
若
芽
が
一
番
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
伊
勢
参
り
の

土
産
の
中
で
は
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
六
年

一
六
六
六
年
。
丙
午
。
◇
和
歌
め

「
和
歌
」
と
「
若

布
」
、
「
若
女
」
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
し
ほ
ら
し
き
若
布
や
伊
勢
の
浜
そ
だ
ち
」
（
ゆ

め
み
草
・
二
七
六
・
奇
任
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
よ
ろ
し
き

よ
い
こ
と
。
句
例
に
「
若

衆
よ
り
よ
ろ
し
き
は
那
智
や
花
の
友
」
（
時
勢
粧
・
八
四
七
・
可
九
）
が
あ
る
。
こ
の

句
の
「
若
衆
」
は
衆
道
の
こ
と
で
、
男
色
を
賛
美
し
て
い
る
。
本
句
は
こ
れ
と
反
対
の

立
場
に
立
つ
。

〔
作
者
〕
加
藤
文
伊
（
伊
勢
・
山
田
）。
四
句
。

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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〔
備
考
〕『
時
勢
粧
』
八
二
四
に
作
者
一
志
文
幸
と
し
て
同
一
句
あ
り
。

干
す
や
若
布
松
の
木
ば
し
ら
竹
の
垣

・

わ
か

め

1373

吉
田
聞
也

〔
句
意
〕
海
辺
の
家
で
若
布
干
し
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
松
の
木
の
柱
や
竹
の

垣
に
掛
け
て
。

〔
解
釈
〕
◇
干
す
や

歌
例
に
「
佐
保
姫
の
干
す
や
衣
の
白
妙
に
花
咲
き
に
ほ
ふ
天
の

香
具
山
」
（
夫
木
抄
・
一
一
三
九
・
藤
原
知
家
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
海
な
ら
で

干
す
や
か
は
ら
け
桃
の
酒
」
（
崑
山
集
・
一
八
五
五
・
一
貞
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
松
の

木
ば
し
ら

松
の
木
製
の
柱
の
こ
と
。
歌
例
に
「
風
す
ご
き
松
の
木
柱
竹
の
垣
ゆ
ふ
べ

の
山
ぞ
世
の
う
き
め
な
る
」
（
逍
遊
集
・
二
四
〇
四
・
貞
徳
）
が
あ
る
。
本
句
は
こ
の

歌
に
よ
っ
て
い
る
。
本
句
と
同
じ
く
貞
徳
の
歌
を
本
歌
と
す
る
句
に
「
生
花
や
松
の
木

柱
に
竹
の
筒
」
（
時
勢
粧
・
八
四
二
・
好
元
）
、
「
民
の
春
や
松
の
木
ば
し
ら
に
粧
竹
」

（
延
宝
二
年
歳
旦
発
句
集
・
一
七
四
一
・
貞
清
）
、
「
見
渡
せ
は
松
の
木
柱
に
竹
の
へ

ら
）（
大
坂
桜
千
句
・
一
三
一
・
素
敬
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
吉
田
聞
也
（
陸
奥
・
岩
城
）。
八
七
句
。

風
を
荒
め
思
は
ぬ
潟
に
よ
り
藻
か
な

あ
ら

お
も

哉

1374

松
村
吟
松

〔
句
意
〕
風
が
荒
い
の
で
、
荒
布
が
思
は
ぬ
方
で
は
な
く
潟
に
集
ま
っ
て
、
寄
藻
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
風
を
荒
め

風
が
荒
い
の
で
、
の
意
。
文
法
上
は
「
風
を
あ
ら
み
」
が
正

し
い
が
、
海
草
の
一
種
で
あ
る
「
あ
ら
め
（
荒
布
）
」
を
掛
け
る
必
要
上
、
「
あ
ら

め
」
と
し
た
。
「
風
を
荒
み
」
の
歌
例
に
「
色
づ
き
し
ま
さ
き
も
散
り
ぬ
風
を
荒
み
あ

は
れ
寂
し
き
と
や
ま
里
か
な
」
（
殷
富
門
院
大
輔
集
・
八
七
）
が
あ
る
。
ま
た
、
「
風

を
荒
み
」
と
ほ
ぼ
お
な
じ
意
の
「
風
を
い
た
み
」
（
風
が
ひ
ど
い
の
で
）
の
歌
例
に

「
須
磨
の
浦
の
塩
焼
く
煙
風
を
い
た
み
思
は
ぬ
方
に
た
な
び
き
に
け
り
」
（
古
今
集
・

七
〇
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
が
あ
る
。
こ
れ
が
本
句
の
本
歌
と
思
わ
れ
る
。
◇
思
は
ぬ

潟

右
に
挙
げ
た
『
古
今
集
』
の
「
思
は
ぬ
方
」
を
「
潟
」
と
し
た
も
の
。
思
い
が
け

ず
干
潟
に
集
ま
っ
て
、
の
意
。
◇
よ
り
藻

「
潟
に
寄
る
」
と
「
寄
藻
」
を
掛
け
る
。

寄
藻
は
浜
辺
な
ど
に
流
れ
寄
っ
た
藻
を
い
う
。
歌
例
に
「
あ
ま
た
せ
く
田
上
側
の
網
代

木
に
せ
わ
け
の
氷
魚
の
寄
藻
さ
だ
め
ず
」
（
夫
木
抄
・
六
六
九
九
・
藤
原
信
実
）
、
「
た

ぐ
ひ
け
ん
白
浜
波
の
寄
藻
来
ず
荒
ぶ
る
妹
に
恋
つ
つ
ぞ
ふ
る
」
（
同
・
一
一
七
三
〇
・

読
人
し
ら
ず
）
な
ど
が
あ
る
。
本
句
よ
り
も
前
の
俳
諧
の
例
は
見
出
せ
な
い
。

〔
作
者
〕
松
村
吟
松(

武
蔵
・
江
戸)

。
四
〇
句
。

海
苔

寛
文
五
年
巳
十
二
月
中
旬

舟
人
や
と
つ
て
引
き
よ
せ
藤
戸
海
苔

・

1375

風
虎

〔
句
意
〕
舟
人
が
源
平
合
戦
の
舞
台
に
な
っ
た
藤
戸
の
浦
で
、
「
藤
戸
」
の
盛
綱
の
よ

う
に
海
苔
を
取
っ
て
引
き
寄
せ
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
舟
人

舟
に
乗
っ
て
海
草
や
貝
な

ど
を
採
取
す
る
海
士
。
句
例
に
「
舟
人
の
も
て
る
扇
や
海
の
月
」
（
犬
子
集
・
三
三
二

二
・
良
阿
法
師
）
、
「
舟
人
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
や
つ
な
れ
や
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
二
六

七
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
と
つ
て
引
き
よ
せ

海
苔
を
採
っ
て
引
き
寄
せ
る
さ
ま
。
謡
曲

「
藤
戸
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
源
平
合
戦
の
時
、
藤
戸
の
合
戦
で
先
陣
の
功
の
あ
っ
た

佐
々
木
盛
綱
は
、
合
戦
の
折
、
手
柄
を
立
て
よ
う
と
土
地
の
漁
師
に
浅
瀬
を
聞
き
出
し

た
が
、
他
の
者
に
も
同
じ
よ
う
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
そ
の
男
を
殺
し
て
し
ま

っ
た
。
「
藤
戸
」
に
は
漁
師
を
殺
す
場
面
と
し
て
、
「
取
つ
て
引
き
よ
せ
二
刀
さ
し
」

と
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
と
思
し
い
句
例
に
「
心
中
づ
く
と
つ
て
引
よ
せ
ふ
た
刀
」

（
大
坂
桜
千
句
・
四
五
九
・
益
翁
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
藤
戸
海
苔

藤
戸
は
現
在
の
岡

山
県
倉
敷
市
の
地
名
。
「
藤
戸
海
苔
」
は
こ
の
地
に
産
す
る
海
苔
。
『
毛
吹
草
』
に
も

備
前
国
の
名
物
と
し
て
「
藤
戸
海
苔
」
が
見
え
る
。
「
藤
戸
」
の
句
例
に
「
午
の
時
花

の
波
こ
せ
藤
戸
石
」
（
崑
山
集
・
一
四
三
七
・
長
次
）
、
「
盛
綱
か
藤
戸
を
渡
る
郭
公
」

（
同
・
三
〇
〇
六
・
安
次
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「
藤
戸
海
苔
」
の
句
例
に
「
畳
敷

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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く
海
も
あ
る
か
や
藤
戸
海
苔
」（
蕉
門
名
家
句
集
一
・
除
風
・
一
六
八
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
風
虎(

陸
奥
・
岩
城)

。
一
一
二
句
。

と
り
て
海
士
水
に
や
砂
を
十
六
島

あ

ま

1376

下
河
部
哂
昔

〔
句
意
〕
海
苔
を
取
っ
た
海
士
が
海
水
か
ら
砂
を
振
る
い
落
と
し
て
い
ま
す
。
十
六
島

で
。

〔
解
釈
〕
◇
と
り
て

海
苔
を
採
取
す
る
こ
と
。
「
海
人
」
と
結
ん
だ
歌
例
に
「
伊
勢

の
海
の
海
人
の
島
津
が
鮑
玉
取
り
て
後
も
か
恋
の
繁
け
む
」
（
万
葉
・
一
三
二
六
・
読

人
不
知
）
が
あ
る
。
◇
海
士

海
人
。
魚
介
、
海
草
な
ど
の
採
取
を
生
業
と
す
る
者
。

句
例
に
「
か
づ
き
す
る
海
人
の
姿
も
若
女
か
な
」
（
犬
子
集
・
二
九
五
・
重
勝
）
、
「
海

士
人
の
と
る
や
こ
の
し
ろ
か
ぶ
と
貝
」
（
同
・
二
四
四
〇
・
重
頼
）
な
ど
が
あ
る
。
◇

水
に
や
砂
を

水
で
砂
を
、
の
意
。
句
例
に
「
積
る
思
ひ
水
に
や
な
ら
ん
雪
女
」
（
崑

山
集
・
七
一
五
八
・
一
井
）
、
「
湯
を
わ
か
し
水
に
や
梨(

な
し)

の
花
の
風
」
（
ゆ
め
み

草
・
四
四
七
・
重
頼
）
な
ど
が
あ
る
が
、
次
に
「
砂
を
」
が
続
く
例
は
見
出
せ
な
い
。

◇
十
六
島

う
っ
ぷ
る
い
。
島
根
県
出
雲
市
の
地
名
。
「
打
ち
振
る
ひ
」
を
掛
け
る
。

『
毛
吹
草
』
に
出
雲
の
名
物
と
し
て
「
十
六
島
苔
」
が
見
え
る
。
句
例
に
「
袖
は
露
涙

の
海
や
十
六
島
」
（
宗
因
千
句
・
六
一
七
）
、
「
二
の
椀
に
露
を
打
た
る
十
六
島
」
（
阿

蘭
陀
丸
二
・
三
三
六
・
十
賀
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
下
河
部
哂
昔
（
陸
奥
・
二
本
松
）。
四
三
句
。

伊
勢
海
苔
や
よ
る
し
け
波
の
国
津
風

せ

の

り

な
み

1377

風
鈴
軒

〔
句
意
〕
伊
勢
海
苔
を
寄
せ
る
、
繰
り
返
し
打
ち
寄
せ
る
波
に
、
土
地
を
守
っ
て
く
だ

さ
る
伊
勢
の
国
の
風
が
吹
き
渡
り
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
伊
勢
海
苔

伊
勢
国
で
産
出
す
る
海
苔
。
句
例
に
「
伊
勢
海
苔
や
難
波
の

芦
を
干
し
簾
」
（
東
日
記
・
二
一
一
・
交
林
）
が
あ
る
。
◇
し
け
波

「
し
け
」
は

「
重
け
」
、
繰
り
返
し
打
ち
寄
せ
る
波
の
意
。
「
重
け
」
の
歌
例
に
「
新
し
き
年
の
は

じ
め
の
初
春
の
け
ふ
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事
」
（
万
葉
集
・
四
五
四
〇
・
大
伴
家

持
）
が
あ
る
。
◇
国
津
風

そ
の
土
地
に
吹
く
風
。
伊
勢
と
い
う
土
地
が
背
景
に
あ
る

の
で
、
土
地
を
守
っ
て
く
れ
る
風
の
意
味
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
心
敬
の
『
十
躰
和
歌
』

に
「
あ
ら
玉
の
年
は
昔
に
立
か
へ
り
世
も
の
ど
や
か
に
四
方
の
海
、
八
の
東
の
国
つ
風

花
を
匂
は
す
こ
と
の
は
に
六
く
さ
七
く
さ
つ
む
人
の
…
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
句
例

に
「
芦
原
や
豊
の
ち
ま
き
の
国
津
風
」（
仏
兄
七
車
・
二
六
一
・
鬼
貫
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
岡
風
鈴
軒
（
陸
奥
・
岩
城
）
。
一
〇
〇
句
。

伊
勢
海
苔
は
清
き
渚
の
玉
藻
か
な

せ

の

り

き
よ

1378

神
野
忠
知

〔
句
意
〕
伊
勢
海
苔
は
清
ら
か
な
渚
に
漂
う
美
し
い
藻
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
伊
勢
海
苔

一
三
七
七
参
照
。
句
例
に
「
伊
勢
海
苔
や
難
波
の
芦
を
干
し

簾
」
（
東
日
記
・
二
一
一
・
交
林
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
清
き
渚

歌
例
に
「
伊
勢
の
海

の
清
き
渚
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
我
は
濁
れ
る
水
に
宿
ら
ん
」
（
玉
葉
集
・
二
六
一
七
・

釈
教
歌
）
が
あ
る
。
◇
玉
藻

美
し
い
藻
の
こ
と
。
歌
例
に
「
浪
た
た
ば
沖
の
玉
藻
も

寄
り
く
べ
く
思
ふ
方
よ
り
風
は
吹
か
な
ん
」
（
玉
葉
集
・
二
一
〇
六
・
凡
河
内
躬

恒
）
、
「
満
つ
潮
の
か
ら
か
の
島
に
玉
藻
か
る
あ
ま
ま
も
見
え
ぬ
五
月
雨
の
こ
ろ
」
（
続

後
撰
集
・
二
一
二
・
飛
鳥
井
雅
経
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
ひ
が
め
く
や
露
の
玉
藻

の
前
う
し
ろ
」
（
正
章
千
句
・
八
二
九
）
、
「
玉
藻
ま
じ
り
ね
く
た
れ
月
や
な
だ
て
浦
」

（
松
島
眺
望
集
・
五
四
九
・
浮
友
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
神
野
忠
知
（
武
蔵
・
江
戸
）。
五
六
句
。

勢
州
桑
名
に
て

妹
恋
し
伊
勢
の
浜
の
り
と
ろ
ろ
汁

い
も
こ
ひ

い

せ

ゝ

1379

松
山
玖
也

〔
句
意
〕
伊
勢
国
桑
名
に
て
詠
ん
だ
句
。
恋
人
の
こ
と
が
恋
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

伊
勢
の
浜
海
苔
を
か
け
た
「
妹
」
な
ら
ぬ
と
ろ
ろ
芋
の
汁
を
食
べ
た
の
で
。

〔
解
釈
〕
◇
勢
州
桑
名

伊
勢
国
の
桑
名
の
こ
と
。
◇
妹
恋
し

歌
例
に
「
あ
た
ら
夜

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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を
伊
勢
の
浜
荻
を
り
し
き
て
妹
恋
し
ら
に
見
つ
る
月
か
な
」
（
千
載
集
・
五
〇
〇
・
藤

原
基
俊
）
が
あ
り
、
本
歌
と
見
な
せ
る
。
「
妹
」
を
「
芋
」
と
見
て
「
と
ろ
ろ
」
と
詠

ん
だ
。
類
似
し
た
趣
向
の
句
例
に
「
今
宵
ぞ
と
芋
恋
ひ
し
ら
に
月
見
か
な
」
（
境
海
草

・
五
二
三
・
盛
之
）
が
あ
る
。
◇
伊
勢
の
浜
海
苔

伊
勢
の
浜
を
題
材
に
し
た
句
に

は
、
「
神
風
の
余
慶
や
荻
に
伊
勢
の
浜
」
（
時
勢
粧
・
七
五
三
六
・
外
村
長
尚
）
、

「
御
祓
に
伊
勢
の
浜
荻
声
そ
へ
て
」
（
談
林
十
百
韻
・
三
五
・
松
臼
）
な
ど
が
あ
り
、

お
は
ら
ひ

「
伊
勢
の
浜
荻
」
を
詠
む
。
「
浜
荻
」
な
ら
ぬ
「
浜
海
苔
」
と
し
た
か
。
「
伊
勢
の
浜

海
苔
」
の
句
は
見
出
せ
な
い
。
◇
と
ろ
ろ
汁

句
例
に
「
青
柳
を
花
に
入
れ
て
の
と
ろ

ろ
汁
」
（
塵
塚
誹
諧
集
・
九
六
二
・
徳
元
）
、
「
人
間
の
水
は
と
ろ
と
ろ
と
ろ
ろ
汁
」

（
二
葉
集
・
一
九
四
〇
・
梅
翁
）
、「
と
ろ
ろ
汁
高
根
の
深
雪
解
け
初
め
て
」
（
江
戸
広

小
路
・
五
八
・
卜
尺
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
山
玖
也
（
摂
津
・
大
坂
）。
四
五
二
句
。

斎

に
あ
ふ
品
川
海
苔
や
東
海
寺

（
と
き
）

の

り

1380

江
口
塵
言

〔
句
意
〕
お
斎
に
ぴ
っ
た
り
の
品
川
海
苔
を
海
沿
い
の
東
海
寺
で
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。

〔
解
釈
〕
◇
斎
に
あ
ふ

時
宜
に
か
な
う
の
意
の
「
時
」
を
掛
け
る
。
「
斎
」
は
僧
家

で
、
食
事
の
称
。
ま
た
、
寺
で
、
檀
家
や
信
者
に
供
養
の
た
め
に
出
す
食
事
。
こ
の
表

現
を
用
い
た
歌
例
に
、
「
こ
の
み
ゆ
き
千
歳
か
へ
で
も
見
て
し
か
な
か
か
る
山
ぶ
し
時

に
あ
ふ
べ
く
」
（
後
撰
集
・
一
〇
九
二
・
素
性
法
師
）
や
、
「
時
に
あ
ふ
我
が
身
の
春

に
あ
ら
ね
ど
も
風
ま
つ
花
の
心
地
こ
そ
す
れ
」
（
続
後
拾
集
・
一
二
三
五
・
藤
原
高

遠
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
句
例
に
「
お
斎
に
は
あ
は
で
果
つ
べ
き
今
朝
の
月
」
（
天

満
千
句
・
一
六
三
・
西
鬼
）
、
「
行
く
雲
の
跡
さ
へ
白
き
御
斎
米
」
（
大
坂
桜
千
句
・
均

明
・
七
六
七
）
が
あ
る
。
◇
品
川
海
苔

現
在
の
東
京
都
品
川
で
採
れ
た
海
苔
。
『
毛

吹
草
』
に
よ
れ
ば
、
品
川
海
苔
は
浅
草
海
苔
と
と
も
に
江
戸
の
名
物
。
句
例
に
「
品
川

海
苔
よ
さ
て
は
め
づ
ら
し
／
雪
汁
に
す
こ
し
あ
し
ら
ふ
芝
肴
（
似
春
）
」
（
誹
諧
当
世

男
・
三
五
四
／
三
五
五
）
が
あ
る
。
◇
東
海
寺

現
在
の
東
京
都
品
川
に
あ
る
臨
済
宗

大
徳
寺
派
の
寺
。
山
号
は
万
松
山
。
句
例
に
「
蚫
仏
け
ふ
の
干
潟
や
東
海
寺
」
（
東
日

記
・
一
二
〇
・
言
弓
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
江
口
塵
言
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
〇
八
句
。

名
に
し
負
は
ば
浅
草
海
苔
や
江
戸
桜

ゝ

・

1381

新
山
親
信

〔
句
意
〕
そ
の
名
に
背
か
ぬ
と
い
う
な
ら
ば
、
や
は
り
浅
草
海
苔
で
し
ょ
う
か
。
江
戸

一
番
の
名
物
は
。

〔
解
釈
〕
◇
名
に
し
負
は
ば

名
に
背
か
ぬ
な
ら
ば
、
の
意
。
歌
例
に
「
名
に
し
負
は

ば
い
ざ
事
と
は
む
都
鳥
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
」
（
古
今
集
・
四
一
一
・
在

原
業
平
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
名
に
し
負
は
ば
物
語
り
せ
よ
伊
勢
桜
」
（
犬
子
集

・
四
七
八
・
正
信
、
崑
山
集
・
二
〇
八
一
に
同
一
句
）
、
「
名
に
し
負
は
ば
散
る
花
と

ぢ
よ
樺
桜
」
（
続
山
井
・
二
二
八
一
・
為
重
）
、
「
名
に
し
負
は
ば
桜
が
さ
ね
か
吉
野
が

み
」
（
同
・
二
八
一
八
・
風
鈴
軒
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
浅
草
海
苔

『
毛
吹
草
』
に
よ

れ
ば
、
浅
草
海
苔
は
品
川
海
苔
と
並
ぶ
江
戸
の
名
物
。
句
例
に
「
紙
草
に
海
苔
藻
漉
く

な
り
浅
草
川
」
（
東
日
記
・
二
一
〇
・
工
迪
）
が
あ
る
。
◇
江
戸
桜

江
戸
の
桜
の
意

味
も
あ
る
が
、
本
句
で
は
江
戸
に
お
け
る
美
し
い
も
の
、
花
や
か
な
も
の
の
た
と
え
。

句
例
に
「
東
路
の
思
ひ
出
に
せ
ん
江
戸
桜
」
（
続
山
井
・
二
三
九
八
・
風
鈴
軒
）
、
「
咲

か
ぬ
間
や
長
屋
で
暮
す
江
戸
桜
」
（
誹
諧
当
世
男
・
八
九
・
之
方
）
、
「
女
酒
盛
醍
醐
や

う
つ
す
江
戸
桜
」（
江
戸
蛇
之
酢
・
一
〇
七
・
露
沾
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
新
山
親
信
（
武
蔵
・
江
戸
）。
一
三
句
。

海
辺
逍
遥
し
て

い
つ
は
あ
れ
ど
春
の
海
辺
よ
海
苔
若
布

の

り

わ
か

め

1382

座
頭
拙
志

〔
句
意
〕
海
辺
を
歩
い
て
詠
ん
だ
句
。
い
つ
の
季
節
も
良
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
春
の
海

辺
が
一
番
で
し
ょ
う
か
。
海
苔
や
若
布
が
取
れ
ま
す
の
で
。

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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〔
解
釈
〕
◇
い
つ
は
あ
れ
ど

い
つ
も
そ
う
で
は
あ
る
が
特
に
、
の
意
味
。
歌
例
に
三

条
西
実
隆
の
「
い
つ
は
あ
れ
ど
菊
の
花
咲
く
秋
の
月
神
代
も
き
か
ず
住
吉
の
浜
」
（
雪

玉
集
・
一
二
八
七
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
春
の
海
辺

「
佐
保
姫
の
貝
ひ
ろ
ふ
袖
か
霞
し

く
春
の
浜
辺
は
玉
も
よ
ら
な
ん
」
（
雪
玉
集
・
六
七
七
一
）
が
あ
る
が
、
こ
の
言
い
回

し
の
歌
例
は
少
な
い
。
『
伊
勢
物
語
』
第
六
八
段
に
「
住
吉
の
浜
と
詠
め
」
言
わ
れ
業

平
が
詠
ん
だ
と
す
る
「
雁
鳴
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
ど
春
の
海
辺
に
住
吉
の
浜
」

は
春
の
海
辺
を
褒
め
た
歌
で
あ
り
、
本
句
と
近
い
。

〔
作
者
〕
座
頭
拙
志
（
武
蔵
・
江
戸
）。
五
句
。

秋
も
あ
れ
と
春
の
海
辺
や
菊
池
海
苔

の

り

1383

斎
藤
親
盛

〔
句
意
〕
秋
も
良
い
の
で
す
が
、
や
は
り
春
の
海
辺
が
一
番
で
す
。
菊
池
海
苔
が
取
れ

ま
す
の
で
。

〔
解
釈
〕
◇
秋
も
あ
れ
ど

『
伊
勢
物
語
』
第
六
八
段
に
「
住
吉
の
浜
と
詠
め
」
言
わ

れ
業
平
が
詠
ん
だ
と
す
る
「
雁
鳴
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
ど
春
の
海
辺
に
住
吉
の

浜
」
を
本
歌
と
し
た
表
現
。
◇
菊
池
海
苔

「
菊
池
」
は
現
在
の
熊
本
県
北
部
、
菊
池

川
の
上
流
に
あ
る
地
名
。
川
海
苔
の
「
菊
池
海
苔
」
が
名
産
。
本
句
で
は
こ
の
「
菊
池

海
苔
」
を
海
で
取
れ
る
海
苔
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
毛
吹
草
』
に
肥
後
の
名

物
と
し
て
「
菊
地
海
苔
」
と
す
る
。
「
菊
池
」
の
句
例
に
「
秋
山
の
原
田
に
さ
く
は
菊

・

池
か
な
」
（
玉
海
集
・
二
〇
九
七
・
豊
常
）
、
「
酒
を
た
た
へ
色
美
し
の
菊
池
か
な
」

（
山
の
井
・
五
〇
七
・
正
章
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
斎
藤
親
盛
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
四
十
句
。

よ
る
波
の
花
か
あ
ら
ぬ
か
菊
池
海
苔

1384

斎
藤
如
酔

〔
句
意
〕
寄
せ
て
来
る
波
が
運
ん
で
い
る
の
は
菊
の
花
で
し
ょ
う
か
、
違
う
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
菊
池
海
苔
で
し
ょ
う
か
。

〔
解
釈
〕
◇
よ
る
波

「
花
」
と
結
ん
だ
歌
の
例
に
、
「
よ
る
波
の
花
は
い
つ
と
も
わ

か
ね
ど
も
萌
え
て
春
し
る
磯
の
若
草
」
（
霞
関
集
・
七
九
・
平
知
清
）
、
「
花
の
上
の
露

と
つ
も
ら
ば
よ
る
波
の
か
へ
ら
ぬ
も
の
か
岸
の
白
菊
」
（
雪
玉
集
・
四
七
四
六
）
が
あ

る
。
句
例
に
「
よ
る
波
の
花
の
な
ご
り
か
桜
貝
」
（
大
発
句
帳
・
二
四
五
七
・
宗
養
）

が
あ
る
。
◇
花
か
あ
ら
ぬ
か

花
だ
ろ
う
か
違
う
だ
ろ
う
か
、
の
意
。
歌
例
に
「
秋
風

の
吹
き
あ
げ
に
た
て
る
白
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
波
の
寄
す
る
か
」
（
古
今
集
・
二
七
二

・
菅
原
道
真
）
や
、
こ
の
歌
を
本
歌
と
す
る
「
た
つ
浪
の
花
か
あ
ら
ぬ
か
浦
風
の
ふ
き

あ
げ
に
す
め
る
秋
の
夜
の
月
」
（
新
千
載
集
・
四
四
〇
・
洞
院
公
守
）
な
ど
が
あ
る
。

前
者
の
『
古
今
集
』
も
こ
の
句
の
本
歌
と
見
て
よ
い
。
句
例
に
「
白
壁
か
花
か
あ
ら
ぬ

か
淀
の
城
」
（
阿
蘭
陀
丸
二
・
一
八
五
・
淡
水
）
、
「
分
し
野
の
花
か
あ
ら
ぬ
か
宿
の

秋
」
（
大
発
句
帳
・
四
八
一
一
・
宗
養
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
菊
池
海
苔

一
三
八
三
参

照
。

〔
作
者
〕
斎
藤
如
酔
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
六
六
句
。

陸
奥
仏
浜
と
い
ふ
所
に
て

み
ち
の
く

海
士
人
も
海
苔
を
摘
み
て
や
仏
浜

・

1385

高
嶋
述
之

〔
句
意
〕
陸
奥
の
仏
浜
と
い
う
所
で
詠
ん
だ
句
。
尼
た
ち
が
法
の
道
の
修
行
を
積
む
よ

う
に
、
海
士
人
た
ち
も
海
苔
の
材
料
を
摘
む
の
で
し
ょ
う
ね
。
仏
浜
と
い
う
所
で
は
。

〔
解
釈
〕
◇
仏
浜

現
在
の
福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
仏
浜
。
「
あ
ま
」
と
「
仏
」
を
結

ぶ
歌
の
例
に
「
あ
ま
の
す
む
浜
の
い
は
や
の
仏
に
は
浪
の
花
を
や
折
り
て
寄
す
ら
ん
」

（
公
任
集
・
四
四
四
）
が
あ
る
。
◇
海
士
人

一
三
七
六
参
照
。
歌
例
に
「
あ
し
の
や

の
灘
の
し
ほ
汲
む
海
士
人
も
絞
る
に
袖
の
い
と
ま
な
き
ま
で
」
（
続
古
今
集
・
一
〇
八

九
・
後
鳥
羽
院
）
、
「
海
士
人
も
お
も
の
の
浜
の
は
ま
づ
と
を
月
に
あ
け
ぬ
と
今
や
急

が
ん
」
（
夫
木
抄
・
一
一
七
五
四
・
藤
原
知
家
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
海
士
人
も

か
づ
く
や
烏
帽
子
桜
鯛
」
（
崑
山
集
・
二
四
九
五
・
重
幸
）
、
「
海
士
人
の
入
江
の
将
棋

く
れ
は
て
て
」
（
鷹
筑
波
・
一
八
二
五
・
重
治
）
な
ど
が
あ
る
。
「
海
士
」
は
「
尼
」

を
掛
け
る
。
◇
海
苔

「
法
」
を
掛
け
る
。
ま
た
、
「
摘
む
」
も
法
の
道
の
修
行
を

「
積
む
」
を
掛
け
る
。

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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〔
作
者
〕
高
嶋
述
之
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
句
。

寛
文
五
年
巳
十
月
中
旬

彼
も
是
も
一
味
の
海
苔
や
経
の
紐

1386

佐
久
間
章
利

〔
句
意
〕
ど
れ
も
こ
れ
も
、
御
仏
の
教
え
が
平
等
で
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
味
で
す
。
経

の
紐
と
い
う
海
苔
は
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
彼
も
是
も

あ
れ
も
こ
れ
も
す
べ

て
、
の
意
。
歌
例
に
「
か
れ
も
こ
れ
も
そ
の
も
と
末
も
わ
き
か
ね
て
な
ほ
見
る
袖
に
月

の
や
宿
れ
る
」
（
千
五
百
番
歌
合
・
二
八
三
一
・
越
前
）
が
あ
る
。
句
例
は
見
出
せ
な

い
。
◇
一
味
の
海
苔

「
一
味
の
御
法
」
か
ら
得
た
言
い
方
。
「
一
味
」
は
、
釈
迦
の

御
法
は
衆
生
に
対
し
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
意
味
。
『
梁
塵
秘
抄
』
七
九
番
歌
に
「
釋

迦
の
御
法
は
唯
一
つ
、
一
味
の
雨
に
ぞ
似
た
り
け
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
金
春
禅
竹
作

『
定
家
』
に
も
「
一
味
の
御
法
の
雨
の
滴
り
、
皆
潤
ひ
て
草
木
国
土
、
悉
皆
成
仏
の
機

を
得
ぬ
れ
ば
」
と
あ
る
。
「
一
味
」
の
歌
例
に
「
お
な
じ
ご
と
一
味
の
雨
の
ふ
り
ぬ
れ

ば
草
木
も
人
も
ほ
と
け
と
ぞ
な
る
」
（
続
後
拾
遺
・
一
二
八
四
・
源
信
）
、
「
も
ろ
と
も

に
一
味
の
雨
は
か
か
れ
ど
も
松
は
み
ど
り
に
藤
は
む
ら
さ
き
」
（
新
拾
遺
集
・
一
四
四

九
・
普
賢
菩
薩
の
歌
と
さ
れ
る
）
が
あ
る
。
ま
た
、
「
一
味
」
の
句
例
に
「
一
味
の
し

た
だ
り
付
け
ざ
し
に
あ
り
」
（
投
杯
・
五
三
八
・
一
礼
）
、
「
枝
々
や
一
味
の
み
の
り
梅

の
雨
」
（
崑
山
集
・
三
八
三
九
・
貞
利
）
、
「
妙
薬
は
一
味
の
雨
の
つ
れ
づ
れ
に
」
（
宗

因
千
句
・
二
九
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
経
の
紐

紅
藻
類
ム
カ
デ
ノ
リ
科
の
海
藻
。
句
例

に
「
花
ぶ
さ
や
鴬
の
よ
む
経
の
ひ
も
」
（
続
山
井
・
二
六
一
五
・
古
玄
）
、
「
海
苔
の
名

も
仏
や
説
き
し
経
の
紐
」（
玉
海
集
・
九
二
九
・
晶
月
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
佐
久
間
章
利
（
陸
奥
・
岩
城
）
。
五
句
。

文
殊
海
苔
つ
む
橋
立
や
経
の
島

の

り

1387

須
田
東
竹

〔
句
意
〕
文
殊
が
法
の
道
の
功
徳
を
積
ま
れ
た
天
橋
立
の
そ
ば
で
文
殊
海
苔
を
摘
み
、

御
経
を
置
か
れ
た
と
い
う
経
の
島
に
奉
納
す
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
文
殊
海
苔

文
殊
は
文
殊
菩
薩
の
こ
と
。
天
橋
立
に
は
荒
海
を
鎮
め
る
た

め
に
文
殊
菩
薩
を
招
い
た
と
い
う
説
話
が
あ
り
、
謡
曲
『
九
世
戸
』
の
素
材
と
な
っ
て

い
る
。
『
毛
吹
草
』
に
丹
後
の
名
物
と
し
て
、
「
切
門
文
殊
貝
海
、
松
喰
と
も
云
ふ
、

内
堅
海
苔
」
と
あ
り
、
本
句
の
「
文
殊
海
苔
」
は
天
橋
立
南
端
の
智
恩
寺
文
殊
堂
の
近

う
ち
か
た

く
で
産
す
る
海
苔
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
◇
橋
立

天
橋
立
の
こ
と
。
歌
例
に
「
橋
立

の
く
ら
は
し
川
に
刈
る
草
の
な
が
き
日
ぐ
ら
し
涼
む
こ
ろ
か
な
」
（
続
古
今
集
・
二
七

四
・
後
鳥
羽
院
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
橋
立
や
浪
の
鼓
の
う
ち
よ
せ
て
」
（
犬
子

集
・
二
五
七
〇
・
徳
元
）
、
「
橋
立
や
ゆ
く
へ
は
月
の
都
か
な
」
（
大
発
句
帳
・
五
二
一

八
・
玄
仍
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
経
の
島

天
橋
立
に
は
、
荒
海
を
鎮
め
る
た
め
に
招
か

れ
た
文
殊
菩
薩
が
説
法
の
御
経
を
書
き
、
そ
れ
を
経
ケ
岬
（
丹
後
半
島
の
先
端
）
に
置

い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
本
句
の
「
経
の
島
」
は
、
平
清
盛
が
一
切
経
を
記
し
た
石

を
埋
め
て
工
事
を
し
た
と
い
う
大
輪
田
泊
の
経
島
と
混
同
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

〔
作
者
〕
須
田
東
竹
（
武
蔵
・
江
戸
）。
六
一
句
。

摘
み
と
り
て
今
満
つ
る
か
な
文
殊
海
苔

・

い
ま

み

1388

増
川
如
白

〔
句
意
〕
文
殊
海
苔
を
た
く
さ
ん
摘
み
取
っ
た
の
で
今
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
で
す
、

人
々
の
罪
を
取
り
除
く
文
殊
の
御
法
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
。

〔
解
釈
〕
◇
摘
み
と
り
て

海
苔
の
原
料
を
摘
み
取
る
こ
と
。
句
例
に
、
「
摘
み
と
り

て
手
に
す
へ
あ
ぐ
る
た
か
な
か
な
」
（
玉
海
集
・
一
八
六
・
云
成
）
、
「
水
い
り
な
摘
み

と
る
後
や
西
煎
茶
」
（
毛
吹
草
・
四
七
八
・
作
者
不
知
）
な
ど
が
あ
る
。
本
句
で
は

「
罪
取
り
て
」
す
な
わ
ち
「
罪
を
取
り
除
く
こ
と
」
の
意
を
掛
け
る
。
◇
今
満
つ
る
か

な

今
、
満
潮
と
な
る
だ
ろ
う
、
の
意
。
「
満
つ
」
の
歌
例
に
「
三
島
江
や
芦
の
葉
近

く
満
つ
塩
の
ほ
な
み
に
か
よ
ふ
冬
の
川
風
」
（
夫
木
抄
・
一
〇
七
一
・
土
御
門
院
）
が

あ
る
。
ま
た
、
「
満
」
と
「
法
」
を
結
ぶ
句
例
に
「
の
ど
や
か
に
願
ふ
天
満
の
法
の

道
」
（
誹
諧
独
吟
集
・
三
一
四
・
令
徳
）
が
あ
る
。
◇
文
殊
海
苔

一
三
八
七
参
照
。

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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な
お
、「
海
苔
」
は
「
法
」
を
掛
け
る
。

〔
作
者
〕
増
川
如
白
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
四
九
句
。

法
の
舟
さ
し
て
摘
ま
ば
や
文
殊
海
苔

つ

の

り

1389

増
川
如
白

〔
句
意
〕
文
殊
に
あ
や
か
っ
て
「
法
の
舟
」
な
ら
ぬ
海
苔
の
舟
を
進
め
て
摘
み
た
い
も

の
で
す
、
文
殊
海
苔
を
。

〔
解
釈
〕
◇
法
の
舟

衆
生
を
極
楽
彼
岸
に
運
ん
で
く
れ
る
法
を
舟
に
譬
え
た
言
い

方
。
歌
例
に
「
法
の
舟
さ
し
て
ゆ
く
身
ぞ
も
ろ
も
ろ
の
神
も
仏
も
わ
れ
を
み
そ
な
へ
」

（
新
古
今
集
・
一
九
二
一
・
智
証
大
師
）
、
「
白
波
を
わ
け
て
ぞ
わ
た
る
法
の
舟
さ
し

け
ん
人
の
跡
を
尋
ね
て
」
（
新
千
載
集
・
七
六
六
・
成
尋
法
師
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例

に
「
法
の
舟
さ
し
も
教
へ
は
櫓
櫂
に
て
」
（
時
勢
粧
・
四
六
六
二
・
直
重
）
、
「
浮
び
け

り
御
法
の
舟
の
苧
が
ら
棹
」
（
功
用
群
艦
・
二
七
七
・
松
遊
）
な
ど
が
あ
る
。
本
句
の

「
法
」
は
「
海
苔
」
を
掛
け
る
。
◇
摘
ま
ば
や

摘
み
た
い
も
の
だ
、
の
意
。
「
積

む
」
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
心
あ
て
に
摘
ま
ば
や
雪
の
は
つ
若
菜
」
（
大
発
句
帳
・
二

〇
七
・
紹
巴
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
増
川
如
白
（
陸
奥
・
岩
城
）。
一
四
九
句
。

寛
文
五
年
巳
十
二
月
中
旬

松
海
苔
も
種
し
あ
れ
ば
の
岩
根
か
な

哉

1390

栗
原
良
重

〔
句
意
〕
松
海
苔
も
種
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
固
い
岩
の
根
元
に
生
え
て
い
る
こ
と
で

す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
松
海
苔

紅
藻
類
ム
カ
デ
ノ
リ
科

の
海
藻
。
◇
種
し
あ
れ
ば

種
さ
え
あ
れ
ば
、
の
意
。
歌
例
に
「
種
し
あ
れ
ば
岩
に
も

松
は
生
ひ
に
け
り
恋
を
し
恋
ひ
ば
逢
は
ざ
ら
め
や
も
」
（
古
今
集
・
五
一
二
・
よ
み
人

し
ら
ず
）
、
「
種
し
あ
れ
ば
岩
ね
の
松
の
同
じ
枝
に
さ
き
て
ぞ
か
か
る
春
の
藤
波
」
（
延

文
百
首
・
一
九
一
九
・
藤
原
実
継
）
な
ど
が
あ
る
。
本
句
は
『
古
今
集
』
を
本
歌
と
す

る
。
句
例
に
「
種
し
あ
れ
バ
つ
む
跡
も
な
ほ
若
菜
哉
」
（
大
発
句
帳
・
二
〇
八
・
紹

巴
）
が
あ
る
。
◇
岩
根

岩
の
根
元
。
句
例
に
「
鑓
梅
の
石
づ
き
と
な
る
岩
根
か
な
」

（
犬
子
集
・
一
六
九
・
正
直
）
、
「
霜
は
置
き
水
は
氷
と
な
る
岩
根
か
な
」
（
続
山
井
・

五
二
二
七
・
嘉
卿
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
栗
原
良
重
。
後
、
良
斎
（
武
蔵
・
江
戸
）
。
八
句
。

寛
文
五
年
巳
十
二
月
中
旬

松
海
苔
も
君
に
引
か
る
る

肴

か
な

ひ

ゝ

さ
か
な

哉

1391

長
岡
道
高

〔
句
意
〕
松
海
苔
も
子
の
日
の
松
で
は
な
い
が
、
あ
な
た
に
引
き
抜
か
れ
て
立
派
な
酒

の
肴
に
な
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
松
海
苔

一
三
九
〇
参
照
。
◇
君

に
引
か
る
る

歌
例
に
「
今
日
よ
り
は
君
に
引
か
る
る
姫
小
松
い
く
万
代
か
春
に
あ
ふ

べ
き
」
（
玉
葉
集
・
一
三
・
九
条
兼
実
）
が
あ
る
。
句
例
は
見
出
せ
な
い
。
子
の
日
に

引
く
「
松
」
と
「
松
海
苔
」
を
掛
け
た
表
現
。
◇
肴

松
海
苔
を
食
事
あ
る
い
は
飲
酒

の
際
の
肴
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
句
例
に
「
梅
づ
け
は
鴬
呑
の
肴
か
な
」
（
犬
筑
波
集

・
七
〇
）
、
「
も
え
出
て
又
芹
焼
き
の
肴
か
な
」
（
犬
子
集
・
九
八
・
幽
松
）
、
「
も
も
し

ぎ
は
大
宮
人
の
肴
か
な
」（
同
・
一
〇
八
一
・
徳
元
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
長
岡
道
高
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
八
句
。

陸
奥
藤
間
浦
に
て

み
ち
の
く

松
海
苔
や
か
か
る
所
の
藤
間
浦

の

り

ゝ

ふ
ぢ
ま
う
ら

1392

矢
吹
嘉
品

〔
句
意
〕
陸
奥
の
藤
間
浦
に
て
詠
ん
だ
句
。
松
海
苔
な
の
で
し
ょ
う
か
、
須
磨
の
浦
で

は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
陸
奥
の
藤
間
浦
に
あ
る
の
は
。

〔
解
釈
〕
◇
陸
奥
藤
間
浦

現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
平
藤
間
の
沿
岸
。
◇
松
海
苔

一
三
九
〇
参
照
。
◇
か
か
る
所
の

こ
の
よ
う
な
所
の
、
の
意
。
『
源
氏
物
語
』
「
須

磨
」
の
「
須
磨
に
は
、
い
と
ど
心
づ
く
し
の
秋
風
に
、
海
は
少
し
遠
け
れ
ど
、
行
平
の

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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中
納
言
の
、
関
吹
き
越
ゆ
る
と
言
ひ
け
む
浦
波
、
よ
る
よ
る
は
、
げ
に
い
と
近
く
聞
こ

え
て
、
ま
た
な
く
あ
は
れ
な
る
も
の
は
、
か
か
る
所
の
秋
な
り
け
り
」
を
典
拠
と
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
藤
間
浦
を
須
磨
の
浦
に
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
か
か
る
所
」

と
「
須
磨
」
を
結
ん
だ
歌
例
は
、
「
身
に
ぞ
し
む
か
か
る
所
の
よ
は
も
又
な
れ
ぬ
旅
寝

を
す
ま
の
浦
風
」
（
新
拾
遺
集
・
八
三
二
・
贈
従
三
位
為
子
）
、
「
須
磨
の
浦
や
み
ぎ
は

に
近
く
よ
る
浪
の
か
か
る
所
は
月
ぞ
さ
や
け
き
」
（
嘉
元
百
首
・
二
三
四
三
・
法
印
定

為
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
あ
ら
め
橋
か
か
る
所
や
紅
葉
鮒
」
（
誹
諧
当
世
男
・
二

六
四
・
宗
因
）
、
「
俎
箸
に
か
か
る
所
の
秋
の
月
」
（
宗
因
七
百
韻
・
三
三
八
・
梅
翁
）

ま
な
ば
し

な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
矢
吹
嘉
品
（
陸
奥
・
岩
城
）。
八
九
句
。

松
海
苔
や
染
め
ぬ
緑
に
春
の
波

の

り

そ

1393

松
江
宗
岷

〔
句
意
〕
松
海
苔
の
染
め
た
も
の
で
は
な
い
緑
色
に
、
春
雨
な
ら
ぬ
春
の
波
が
寄
せ
る

こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
松
海
苔

一
三
九
〇
参
照
。
◇
染
め
ぬ
緑

染
め
た
の
で
は
な
い
緑
、
の

意
。
歌
例
に
「
常
磐
な
る
山
の
岩
根
に
む
す
苔
の
染
め
ぬ
緑
に
春
雨
ぞ
降
る
」
（
新
古

今
集
・
六
六
・
藤
原
良
経
）
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
言
い
回
し
の
句

例
は
見
出
せ
な
い
。
◇
春
の
波

歌
例
に
「
春
の
浪
の
い
り
江
に
ま
よ
ふ
は
つ
草
の
は

つ
か
に
見
え
し
人
ぞ
恋
し
き
」
（
新
勅
撰
集
・
七
七
三
・
藤
原
家
隆
）
な
ど
が
あ
る
。

句
例
に
「
水
な
ら
ぬ
岩
が
き
藤
や
春
の
波

大
発
句
帳
・
二
二
九
〇
・
宗
祇
）
な
ど
が

あ
る
。

〔
作
者
〕
松
江
宗
岷
（
陸
奥
・
岩
城
）。
八
九
句
。

寛
文
五
年
巳
十
二
月
中
旬

松
海
苔
や
友
な
ら
な
く
に
浜
遊
び

の

り

あ
そ

1394

高
野
幽
山

〔
句
意
〕
高
砂
の
松
を
思
わ
せ
る
松
海
苔
は
昔
か
ら
の
友
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

松
海
苔
を
摘
ん
で
浜
で
遊
ぶ
と
し
ま
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
友
な
ら
な
く
に

友
で
は
な
い
の

に
、
の
意
。
歌
例
に
「
誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
む
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に
」

（
古
今
集
・
九
〇
九
・
藤
原
興
風
）
、
「
い
か
に
せ
ん
鏡
の
そ
こ
に
み
づ
は
ぐ
む
か
げ

も
む
か
し
の
友
な
ら
な
く
に
」
（
新
後
撰
集
・
一
四
三
〇
・
鴨
長
明
）
な
ど
が
あ
る
。

前
者
が
本
句
の
本
歌
と
見
な
せ
る
。
句
例
は
見
出
せ
な
い
。
◇
浜
遊
び

歌
例
は
見
出

せ
な
い
。
句
例
に
「
霜
置
か
ぬ
秋
に
吹
上
げ
の
浜
遊
び
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
三
六
九
）

が
あ
る
。

〔
作
者
〕
高
野
幽
山
（
山
城
・
京
）。
四
四
句
。

浜
出
し
や
あ
か
ぬ
別
れ
の
鶏

冠
海
苔

・

わ
か

（
と
さ
か
）

1395

白
井
成
重

〔
句
意
〕
船
積
み
の
荷
が
浜
に
集
め
ら
れ
、
別
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
満
足
で
き
な

い
こ
と
で
す
、
別
れ
を
告
げ
る
鶏
の
鳴
き
声
な
ら
ぬ
鶏
冠
海
苔
が
あ
り
ま
す
の
で
。

〔
解
釈
〕
◇
浜
出
し

船
積
み
す
る
荷
物
を
浜
に
運
ん
で
集
め
る
こ
と
。
句
例
に
「
胴

桶
に
春
の
肥
し
の
水
入
れ
て
（
之
道
）
／
牛
雇
は
る
る
浜
出
し
の
米
（
史
庭
）
」
（
藤

の
実
・
三
〇
七
／
三
〇
八
）
、
「
浜
出
し
の
牛
に
俵
を
運
ぶ
な
り
」
（
続
猿
蓑
・
二
五
・

芭
蕉
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
あ
か
ぬ
別
れ

十
分
に
満
足
し
な
い
う
ち
に
別
れ
る
こ
と
。

歌
例
に
「
待
つ
宵
に
更
け
ゆ
く
鐘
の
声
聞
け
ば
あ
か
ぬ
別
れ
の
鳥
は
も
の
か
は
」
（
新

古
今
集
・
一
一
九
一
・
小
侍
従
）
が
あ
り
、
こ
の
歌
が
本
歌
で
あ
ろ
う
。
「
あ
か
ぬ
」

は
「
飽
か
ぬ
」
と
「
（
夜
が
）
明
か
ぬ
」
を
掛
け
る
。
「
あ
か
ぬ
…
鳥
」
は
夜
が
明
け

な
い
う
ち
に
別
れ
の
時
を
告
げ
て
鳴
く
鶏
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
鶏
冠
」
が
引

き
出
さ
れ
、
そ
れ
に
浜
辺
の
産
物
で
あ
る
「
海
苔
」
を
詠
む
。
句
例
に
「
散
る
か
や
れ

あ
か
ぬ
別
れ
の
鳥
甲
」
（
ゆ
め
み
草
・
一
七
三
一
・
休
安
）
、
「
君
と
我
あ
か
ぬ
別
れ
の

鳥
の
汁
」
（
続
境
海
草
・
一
七
二
〇
・
一
房
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
鶏
冠
海
苔

紅
藻
類

ミ
リ
ン
科
の
海
藻
。
鮮
紅
色
で
鶏
の
と
さ
か
に
似
る
こ
と
か
ら
い
う
。
『
毛
吹
草
』
は

志
摩
の
名
物
と
し
て
「
鶏
冠
海
苔
」
を
、
『
俳
諧
類
舩
集
』
も
「
志
摩
」
の
付
合
語
と

し
て
「
鶏
冠
海
苔
」
を
挙
げ
る
。
歌
例
・
句
例
と
も
に
見
出
せ
な
い
。

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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〔
作
者
〕
白
井
成
重
（
武
蔵
・
江
戸
）。
四
句
。

浦
波
や
色
に
な
る
尾
の
鶏
冠
海
苔

な
み

の

り

1396

盲
目
是
誰

〔
句
意
〕
鳴
尾
の
浜
の
浦
波
は
、
鶏
冠
海
苔
の
赤
い
色
に
な
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
浦
波

海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
波
。
歌
例
に
「
暮
れ
ぬ
と
て
と
ま
り
を
い
そ

ぐ
浦
波
に
月
の
み
ふ
ね
ぞ
い
で
か
は
り
ぬ
る
」
（
玉
葉
集
・
一
二
四
五
・
宗
尊
親

王
）
、
「
あ
ふ
こ
と
も
今
は
か
た
み
の
浦
波
に
遠
ざ
か
り
行
く
あ
ま
の
釣
舟
」
（
続
千
載

集
・
一
四
四
六
・
世
尊
寺
経
朝
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
句
例
に
「
浦
浪
や
花
に
な
り

ゆ
く
桜
海
苔
」
（
時
勢
粧
・
一
六
五
・
正
成
）
、
「
浦
波
の
よ
る
道
く
さ
は
若
布
か
な
」

（
続
山
井
・
二
五
七
五
・
尤
拙
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
色
に
な
る

『
伊
勢
物
語
』
第
六

一
段
に
在
原
業
平
の
歌
と
し
て
「
染
河
を
渡
ら
む
人
の
い
か
で
か
は
色
に
な
る
て
ふ
こ

と
の
な
か
ら
む
」
が
見
え
る
。
句
例
に
「
そ
め
顔
や
色
に
な
る
て
ふ
今
年
酒
」
（
時
勢

粧
・
一
九
二
七
・
維
舟
）
、
「
色
に
な
る
木
々
も
朱
雀
の
ほ
と
り
に
て
」
（
ゆ
め
み
草
・

二
八
六
四
・
保
友
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
な
る
尾

鳴
尾
。
兵
庫
県
西
宮
市
東
部
の
地

名
。
歌
の
例
に
「
秋
さ
む
く
な
る
を
の
う
ら
の
海
士
人
は
波
か
け
ご
ろ
も
う
た
ぬ
夜
も

な
し
」
（
新
千
載
集
・
五
四
九
・
大
江
貞
重
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
海
賊
が
な
る

を
の
沖
で
脛
む
く
り
」
（
新
増
犬
筑
波
・
八
八
〇
・
貞
徳
）
、
「
寒
い
づ
ら
綿
に
鳴
尾
の

松
の
雪
」
（
時
勢
粧
・
一
九
八
一
・
維
舟
）
な
ど
が
あ
る
。
「
鳴
尾
」
と
「
色
に
な

る
」
を
掛
け
る
。
◇
鶏
冠
海
苔

一
三
九
五
参
照
。

〔
作
者
〕
盲
目
是
誰
（
讃
岐
・
高
松
）。
二
句
。

潮
時
を
人
に
は
告
げ
よ
鶏
冠
海
苔

し
ほ
ど
き

・

1397

橋
本
富
長

〔
句
意
〕
汐
の
満
ち
引
き
の
時
を
人
に
告
げ
な
さ
い
。
鶏
の
冠
を
名
に
持
つ
海
苔
よ
。

〔
解
釈
〕
◇
潮
時

潮
が
満
ち
た
り
引
い
た
り
す
る
時
。
歌
の
例
に
「
五
月
雨
は
汀
ま

さ
れ
る
浦
波
の
潮
時
な
ら
ぬ
塩
や
満
つ
ら
ん
」
（
柏
玉
集
・
五
〇
四
）
な
ど
が
あ
る
。

句
例
に
「
潮
時
を
見
る
は
お
月
の
鏡
か
な
」
（
崑
山
集
・
五
六
四
〇
・
貞
則
）
、
「
指
引

の
潮
時
し
か
と
定
ま
り
て
」
（
時
勢
粧
・
二
六
七
二
・
催
笑
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
人
に

は
告
げ
よ

歌
の
例
に
「
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
い
で
ぬ
と
人
に
は
告
げ
よ
海

人
の
釣
舟
」
（
古
今
集
・
四
〇
七
・
小
野
篁
）
が
あ
り
、
こ
の
歌
が
本
歌
で
あ
ろ
う
。

句
例
に
「
月
出
で
ぬ
と
人
に
は
告
げ
よ
海

若
」
（
時
勢
粧
・
二
〇
八
九
・
貞
則
）
な

あ
ま
の
じ
や
く

ど
が
あ
る
。
◇
鶏
冠
海
苔

一
三
九
五
参
照
。
な
お
、
鶏
冠
は
時
を
告
げ
る
鶏
の
頭
に

あ
る
こ
と
か
ら
、「
告
よ
」
は
「
鶏
」
の
縁
語
。

〔
作
者
〕
橋
本
富
長
（
山
城
・
京
）。
二
二
一
句
。

か
け
て
干
す
や
是
木
に
登
る
鶏
冠
海
苔

ほ

の
ぼ

苔

1398

釈
永
春

〔
句
意
〕
木
に
掛
け
て
干
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
「
鶏
寒
う
し
て
木
に
登
る
」
の

こ
と
わ
ざ
で
は
な
い
で
す
が
、
鶏
冠
海
苔
が
木
に
登
っ
て
み
え
る
こ
と
で
す
よ
。

〔
解
釈
〕
◇
か
け
て
干
す
や

か
け
て
干
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
の
意
。
歌
の
例
に

「
布
引
の
滝
の
白
糸
う
ち
は
へ
て
た
れ
山
風
に
に
か
け
て
干
す
ら
ん
」
（
続
後
撰
集
・

一
〇
一
四
・
後
鳥
羽
院
）
、
「
春
く
れ
ば
ま
が
き
の
島
に
か
け
て
干
す
霞
の
衣
ぬ
し
や

誰
な
る
」
（
夫
木
抄
・
四
六
九
・
藤
原
為
家
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
は
見
出
せ
な
い
。

◇
木
に
登
る

次
の
「
鶏
冠
」
と
の
関
連
か
ら
、
物
に
よ
り
違
う
性
質
に
基
づ
い
て
行

動
す
る
こ
と
を
い
う
「
鶏
寒
う
し
て
木
に
登
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
省
略
し
た
も

の
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
に
関
連
し
て
、
『
新
増
犬
筑
波
集
』
に
「
水
鳥
の
尾
の
羽
の
氷
今

朝
と
け
て
／
春
日
に
樹
よ
り
お
る
る
庭
鳥
（
貞
徳
）
」
（
一
五
〇
一
／
一
五
〇
二
）
が

あ
り
、
「
こ
れ
は
鴨
寒
じ
て
水
に
入
、
鶏
寒
く
し
て
木
に
の
ぼ
る
と
い
ふ
事
を
も
つ
て

付
た
る
な
り
」
と
い
う
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
毛
吹
草
』
の
「
世
話
」

に
も
当
時
の
こ
と
わ
ざ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
句
例
に
「
鶏
や
寒
う
て
屋
根
に
の

ぼ
る
ら
ん
」
（
犬
子
集
・
二
九
二
九
、
同
一
句
が
誹
諧
独
吟
集
・
一
一
一
二
に
徳
元
の

句
と
し
て
見
え
る
）
が
あ
る
。
◇
鶏
冠
海
苔

一
三
九
五
参
照
。

〔
作
者
〕
釈
永
春
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
句
。

寛
文
五
年
巳
十
二
月
中
旬

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
六
号
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お
あ
し
そ
へ
て
召
さ
れ
よ
召
さ
れ
よ
百
足
海
苔

〱

の

り

1399

釈
加
友

〔
句
意
〕
足
で
は
な
く
お
金
を
添
え
て
召
し
上
が
れ
、
召
し
上
が
れ
、
百
足
海
苔
を
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
お
あ
し

足
の
尊
敬
語
。
ま
た
、

貨
幣
の
こ
と
。
前
者
の
句
例
に
「
金
仏
の
細
き
御
足
を
さ
す
る
ら
ん
」
（
炭
俵
・
六
一

・
嵐
雪
）
が
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
句
例
に
「
雁
が
ね
の
利
足
は
跡
に
お
蘆
か
な
」

（
崑
山
集
・
五
一
七
〇
・
幸
忠
）
、
「
年
玉
は
つ
ら
ぬ
き
と
む
る
お
あ
し
か
な
」
（
寛
文

八
年
歳
旦
発
句
集
・
一
二
三
六
・
谷
風
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
召
さ
れ
よ
召
さ
れ
よ

ど

う
ぞ
召
し
上
が
っ
て
下
さ
い
、
の
意
。
句
例
に
「
常
々
に
食
養
生
を
召
さ
れ
か
し
」

（
宗
因
千
句
・
八
八
三
）
、
「
御
白
洲
へ
御
息
所
や
召
さ
れ
け
ん
」
（
談
林
十
百
韻
・
六

三
一
・
正
友
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
百
足
海
苔

紅
藻
類
ム
カ
デ
ノ
リ
科
の
海
藻
。
「
む

か
で
」
の
句
例
に
「
百
の
お
あ
し
を
使
ひ
こ
そ
す
れ
／
「
毘
沙
門
の
気
に
あ
ふ
物
は

蜈
蚣
に
て
（
貞
徳
）
」
（
犬
子
集
二
二
一
二
／
二
二
一
三
）
、
「
百
足
よ
り
蕨
手
多
し
く

む

か

で

ら
ま
山
」
（
崑
山
集
・
一
二
二
九
・
長
頭
丸
、
山
の
井
・
一
七
七
に
同
一
作
者
の
同
一

句
が
見
え
る
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「
百
足
海
苔
」
の
句
例
に
「
百
足
海
苔
栄
螺
の

洞
に
潜
ま
つ
て
げ
り
」
（
杉
風
「
常
盤
屋
の
句
合
」・
一
三
・
杉
風
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
釈
加
友
（
伊
勢
・
山
田
）
。
一
六
句
。

け
づ
く
人
の
刺
身
に
す
る
や
百
足
海
苔

さ
し

み

む

か

で

の

り

1400

野
間
政
安

〔
句
意
〕
産
気
づ
い
た
人
が
刺
身
に
す
る
こ
と
で
す
、
酢
の
き
い
た
百
足
海
苔
を
。

〔
解
釈
〕
◇
け
づ
く

産
気
づ
く
、
の
意
。
句
例
に
「
け
づ
き
ぬ
る
孕
み
女
の
顔
わ
ろ

し
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
一
五
九
・
西
武
）
が
あ
る
。
◇
刺
身

生
の
ま
ま
切
っ
て
出
す

料
理
。
魚
介
類
に
限
ら
ず
加
熱
調
理
を
せ
ず
に
出
す
料
理
を
広
く
さ
し
み
と
呼
ん
で
お

り
、
江
戸
初
期
に
は
酢
で
味
付
け
し
た
も
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
（
本
朝
食
鑑
）
。
句

例
に
「
夕
顔
や
さ
し
み
に
し
て
も
食
ひ
ぬ
ら
ん
」
（
犬
子
集
・
一
六
九
三
・
望
一
）
、

「
こ
ひ
ね
が
ふ
月
は
淀
河
に
さ
し
み
か
な
」
（
崑
山
集
・
五
八
五
八
・
貞
則
）
な
ど
が

あ
る
。
◇
百
足
海
苔

一
三
九
九
参
照
。

〔
作
者
〕
野
間
政
安
（
伊
勢
・
朝
熊
岳
）
。
五
六
句
。

茶
の
湯
料
理

紫

海
苔
や
ふ
く
さ
味
噌

む
ら
さ
き

の

り

み

そ

1401

宮
内
友
也

〔
句
意
〕
茶
の
湯
料
理
に
出
さ
れ
た
の
は
紫
海
苔
で
し
ょ
う
か
、
紫
の
袱
紗
に
見
え
る

海
苔
は
袱
紗
仕
立
て
の
味
噌
汁
と
し
て
饗
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
茶
の
湯
料
理

茶
席
で
主
催
者
が
客
を
も
て
な
す
料
理
。
句
例
に
「
吸
口

を
切
る
も
茶
の
柚
の
料
理
か
な
」
（
続
境
海
草
・
清
章
・
一
二
〇
五
）
が
あ
る
。
ま

た
、
「
料
理
」
と
「
海
苔
」
を
結
ん
だ
句
に
「
富
士
海
苔
や
雲
行
く
客
の
坊
料
理
」

（
東
日
記
・
二
〇
八
・
黄
吻
）
が
あ
る
。
◇
紫
海
苔

浅
草
海
苔
と
も
。
紅
藻
類
の
海

藻
。
句
例
に
、
時
代
は
下
る
が
、
「
も
の
の
音
家
つ
ま
の
蜂
の
巣
だ
ち
し
て
（
呉
水
）

／
「
紫
海
苔
の
売
る
春
風
（
界
香
）
」
（
春
秋
稿
・
八
六
二
／
八
六
三
）
が
あ
る
。
◇

ふ
く
さ
味
噌

茶
道
具
の
袱
紗
が
表
と
裏
の
重
ね
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

二
種
の
味
噌
を
合
わ
せ
た
味
噌
の
こ
と
。
赤
味
噌
と
白
み
そ
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
多

い
。
他
の
句
例
は
見
出
せ
な
い
。
な
お
、
「
袱
紗
」
の
句
例
に
は
「
大
服
や
袱
紗
に
さ

ば
く
事
始
」
（
万
治
元
年
歳
旦
発
句
集
・
七
五
〇
・
来
安
）
、
「
櫛
楊
枝
鼻
紙
袋
ふ
く
さ

も
の
」
（
信
徳
十
百
韻
・
二
八
三
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
宮
内
友
也
（
摂
津
・
大
坂
）。
四
三
句
。

さ
ら
に
又
干
し
敷
く
海
苔
の

筵

か
な

・

し

の

り

む
し
ろ

1402

斎
藤
友
我

〔
句
意
〕
法
の
筵
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ま
た
新
し
い
海
苔
を
干
す
の
に
筵
を
敷
き
並
べ

て
い
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
さ
ら
に
又

こ
こ
で
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
を
表
す
。
こ
の
言
い
回
し

を
用
い
た
歌
例
に
「
さ
ら
に
又
花
ぞ
降
り
敷
く
鷲
の
山
法
の
筵
の
暮
が
た
の
空
」
（
千

載
集
・
一
二
四
六
・
藤
原
俊
成
）
が
あ
り
、
本
句
は
こ
の
歌
に
依
っ
た
も
の
。
句
例
に

は
「
さ
ら
に
又
豆
腐
あ
り
と
や
夕
時
雨
」
（
洛
陽
集
・
九
七
五
・
自
悦
）
、
「
さ
ら
に
又

ま
つ
や
朝
日
の
夕
涼
み
」
（
大
発
句
帳
・
三
八
八
八
・
周
桂
）
、
「
さ
ら
に
又
秋
や
植
え

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）
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し
を
篠
薄
」
（
同
・
四
八
五
五
・
宗
碩
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
干
し
敷
く

筵
の
上
に
海

苔
を
干
し
て
敷
き
な
ら
べ
る
こ
と
。
右
に
挙
げ
た
俊
成
歌
の
「
降
り
敷
く
」
を
踏
ま
え

た
表
現
。
◇
海
苔
の
筵

「
法
の
筵
」
を
掛
け
る
。
「
法
の
筵
」
は
説
教
や
法
会
な
ど

の
際
に
僧
や
聴
衆
が
座
る
筵
を
掛
け
た
表
現
。
「
海
苔
の
筵
」
は
、
海
苔
を
干
し
た

り
、
敷
き
な
ら
べ
た
り
す
る
筵
の
こ
と
。
歌
例
に
俊
成
歌
の
ほ
か
、
「
九
重
に
降
り
敷

く
雪
は
古
へ
の
法
の
筵
の
跡
や
見
ゆ
ら
ん
」
（
新
後
撰
集
・
六
三
七
・
道
玄
）
な
ど
が

あ
る
。
句
例
に
は
「
と
ら
へ
た
る
す
り
が
命
や
助
く
ら
ん
（
一
幽
）
／
法
の
筵
の
人
ご

み
の
中
」
（
誹
諧
独
吟
集
・
一
三
二
五
／
一
三
二
六
）
、
「
妙
法
の
法
の
筵
の
床
が
ま

ち
」
（
宗
因
七
百
韻
・
五
一
二
・
保
俊
）
、
「
な
つ
か
し
き
あ
ま
の
住
居
や
海
苔
筵
」

（
蕉
門
名
家
句
集
二
・
涼
菟
・
六
〇
八
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
斎
藤
友
我
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
〇
句
。

寛
文
五
年
巳
十
二
月
中
旬

海
の

面

ふ
す
ま
や
春
の
磯
の
海
苔

お
も
て

の

り

1403

山
本
武
純

〔
句
意
〕
海
の
表
面
は
衾
を
張
っ
た
よ
う
に
光
が
満
ち
て
い
て
、
春
の
磯
海
苔
が
横
た

わ
る
よ
う
に
漂
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
海
の
面

海
の
表
面
の
こ
と
。

『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」
の
三
月
上
巳
の
祓
の
日
に
光
源
氏
た
ち
の
住
ま
い
が
暴
風
雨

に
襲
わ
れ
た
と
き
の
段
に
、
「
海
の
面
う
ら
う
ら
と
な
ぎ
わ
た
り
て
、
行
方
も
し
ら
ぬ

に
…
海
の
面
は
、
衾
を
張
り
た
ら
む
よ
う
に
光
り
満
ち
て
、
雷
鳴
り
ひ
ら
め
く
」
と
あ

り
、
本
句
は
こ
の
箇
所
を
本
説
と
す
る
。
歌
例
に
「
山
も
な
き
海
の
面
に
た
な
引
き
て

浪
の
花
に
も
ま
が
ふ
白
雲
」
（
山
家
集
・
九
九
五
）
、
「
荒
れ
く
ら
し
波
間
も
見
え
ぬ
冬

の
日
の
海
の
面
は
行
く
舟
も
な
し
」
（
玉
吟
集
・
八
三
七
・
藤
原
家
隆
）
な
ど
が
あ

る
。
句
例
に
「
海
の
面
の
衾
や
つ
か
ば
桜
の
り
」
（
続
山
井
・
二
五
七
四
・
友
静
）
が

あ
り
、
こ
の
句
も
『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」
に
依
る
。
そ
の
他
、
「
海
面
を
は
る
や
ふ

す
ま
の
朝
霞
」
（
宝
蔵
・
一
八
二
・
宗
朗
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
ふ
す
ま

海
の
面
に

「
臥
す
」
、
つ
ま
り
横
た
わ
っ
て
い
る
さ
ま
の
「
臥
す
」
と
、
「
衾
」
を
掛
け
た
も

の
。
「
衾
」
は
就
寝
時
に
体
に
掛
け
る
四
角
形
の
掛
布
団
。
歌
例
に
「
寒
か
ら
し
民
の

わ
ら
や
を
思
ふ
に
は
衾
の
中
の
我
も
は
づ
か
し
」
（
風
雅
集
・
八
八
〇
・
光
厳
院
）
な

ど
が
あ
る
。
◇
磯
の
海
苔

磯
に
生
え
る
海
苔
の
こ
と
。
歌
例
、
句
例
と
も
に
見
出
せ

な
い
が
、
「
磯
」
と
「
海
苔
」
を
結
ん
だ
句
例
に
「
青
海
苔
や
潮
に
さ
ら
す
磯
馴
れ

松
」（
雑
談
集
・
一
四
七
・
尺
草
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
山
本
武
純
（
陸
奥
・
岩
城
）。
九
句
。

松
島
の
う
ち
屏
風
島
を

波
に
海
苔
た
た
み
寄
せ
て
や
屏
風
島

ゝ

よ

1404

風
虎

〔
句
意
〕
松
島
の
内
に
あ
る
屏
風
島
を
詠
む
句
。
波
の
上
に
漂
う
海
苔
は
た
た
み
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
、
屏
風
を
た
た
む
と
言
う
だ
け
あ
っ
て
屏
風
島
に
。

〔
解
釈
〕
◇
松
島

一
三
六
六
参
照
。
◇
波
に
海
苔

波
に
「
乗
る
」
と
「
海
苔
」
を

掛
け
る
。
「
波
」
と
「
海
苔
」
を
結
ん
だ
句
に
、
「
ま
か
な
く
に
波
を
た
ね
と
や
桜
海

苔
」
（
崑
山
集
・
二
五
一
四
・
俊
貞
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
た
た
み
寄
せ
て
や

「
た
た

み
よ
す
」
は
物
を
畳
ん
で
寄
せ
る
こ
と
。
「
た
た
む
」
と
「
屏
風
」
は
縁
語
。
『
源
氏

物
語
』
「
野
分
」
の
第
二
段
に
「
御
屏
風
も
、
風
の
い
た
く
吹
き
け
れ
ば
、
押
し
た
た

み
寄
せ
た
る
に
」
と
あ
り
、
本
句
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
句
例
に
「
た

た
み
寄
せ
て
波
も
う
つ
な
り
水
衣
」
（
崑
山
集
・
五
四
二
三
、
毛
吹
草
・
一
七
〇
六
に

作
者
徳
元
と
し
て
同
一
句
）
、
「
金
屏
を
た
た
み
寄
せ
た
る
秋
の
風
」
（
蕉
門
俳
諧
集
二

・
と
な
み
山
・
七
〇
一
・
呂
風
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
屏
風
島

松
島
の
島
々
の
一
つ
。

句
例
に
「
屏
風
島
み
の
む
し
御
子
や
冬
ご
も
り
」
（
松
島
眺
望
集
・
二
一
七
・
蜘
葉
）

み

こ

が
あ
る
。
以
下
、
『
松
島
眺
望
衆
』
に
は
屏
風
島
を
題
材
に
し
た
一
連
の
句
が
見
え

る
。

〔
作
者
〕
風
虎
（
陸
奥
・
岩
城
）
。
一
一
二
句
。

同
青
島
を

霞

し
て
春
や
青
島

畳

海
苔

か
す
み

た
ゝ
み

の

り

1405

い
わ
き
明
星
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学
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科
紀
要
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十
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横
山
重
武

〔
句
意
〕
同
じ
く
松
島
の
青
島
で
詠
ん
だ
句
。
霞
が
出
て
春
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
春
の
季
節
を
表
す
青
島
で
は
畳
の
よ
う
な
海
苔
を
干
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
青
島

松
島
湾
内
の
島
と
思
わ
れ
る
。
◇
霞
し
て

霞
が
か
か
っ
て
、
の

意
。
歌
例
に
「
霞
し
て
お
朧
月
夜
と
見
し
も
の
を
隔
て
は
て
つ
る
五
月
雨
の
空
」
（
夫

木
抄
・
三
〇
二
五
・
飛
鳥
井
雅
経
）
、
「
春
ゆ
け
ば
霞
の
上
に
霞
し
て
月
に
果
つ
ら
し

小
野
の
山
道
」
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
七
一
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
は
見
出
せ
な
い
。

◇
畳
海
苔

未
詳
。
畳
の
よ
う
な
形
状
の
海
苔
、
の
意
か
。
歌
例
、
句
例
と
も
に
見
出

せ
な
い
。

〔
作
者
〕
横
山
重
武
（
陸
奥
・
岩
城
）。
八
句
。

湊

紙
春
の
海
辺
に
布
海
苔
か
な

み
な
と

は
る

ふ

の

り

哉

1406

江
口
塵
言

〔
句
意
〕
湊
紙
を
貼
る
の
に
用
い
る
の
は
、
春
の
海
辺
に
生
え
る
布
海
苔
で
あ
る
こ
と

で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
湊
紙

鳥
の
子
紙
の
一
種
。
和
泉
国
大
島
郡
湊
村
で
作
ら
れ
た
。
句
例
に

「
春
の
日
の
鼠
色
さ
す
や
湊
紙
」
（
崑
山
集
・
一
八
七
九
・
忠
久
）
、
「
は
り
ま
は
す
霞

や
春
の
湊
紙
」
（
続
山
井
・
一
五
七
八
・
常
信
）
、
「
木
枕
を
波
枕
と
も
思
ひ
な
せ
／

「
湊
紙
に
て
は
れ
る
寝
所
（
梅
盛
）
」
（
鷹
筑
波
・
三
五
八
七
／
三
五
八
八
）
な
ど
が

あ
る
。
な
お
、
「
湊
」
と
「
海
辺
」
は
縁
語
。
◇
春

湊
紙
を
「
貼
る
」
と
「
春
」
を

掛
け
る
。
◇
春
の
海
辺

歌
例
に
「
今
日
ぞ
見
る
春
の
海
辺
の
名
な
り
け
り
住
吉
の
里

住
吉
の
浜
」
（
夫
木
抄
・
一
七
一
四
・
藤
原
定
家
）
、
「
雁
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ

れ
ど
春
の
海
辺
に
住
吉
の
浜
」
（
業
平
集
・
六
七
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
は
、
「
あ

た
た
か
な
春
の
海
辺
の
舟
遊
び
」
（
時
勢
粧
・
三
三
五
四
・
重
信
）
、
「
く
ら
べ
み
よ
春

の
海
べ
に
山
桜
」
（
大
発
句
帳
・
二
一
九
四
・
紹
巴
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
布
海
苔

紅

藻
類
フ
ノ
リ
科
の
海
藻
の
総
称
。
煮
汁
は
糊
付
け
に
用
い
ら
れ
る
。
『
毛
吹
草
』
は
伊

勢
の
名
物
と
し
て
「
海
蘿
」
を
挙
げ
る
。
句
例
に
「
布
海
苔
の
上
に
の
す
る
幣
串
／
祈

ふ

の

り

祷
し
て
は
や
目
薬
や
の
み
ぬ
ら
ん
（
貞
徳
）
」
（
犬
子
集
・
二
〇
四
〇
／
二
〇
四
一
）
、

「
詠
む
れ
ば
箔
で
だ
み
た
る
君
が
代
ぢ
や
（
松
意
）
／
布
海
苔
の
流
苔
の
む
す
迄
（
江

雲
）
」（
俳
諧
虎
渓
の
橋
・
二
二
五
／
二
二
六
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
江
口
塵
言
（
陸
奥
・
二
本
松
）
。
一
〇
八
句
。

※
（
よ
し
だ
・
け
ん
い
ち
／
本
学
非
常
勤
講
師
）

※
（
ま
つ
も
と
・
あ
さ
こ
／
教
養
学
部
地
域
教
養
学
科
・
日
本
文
学
）

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
四
）


